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第
１
回
瑞
穂
市
議
会
定
例
会
開
催�

　
平
成
17
年
第
１
回
瑞
穂
市
議
会
定
例
会
が
、
3
月
4
日
か
ら
25
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
議
会
に
は
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正
、
平
成
16
年
度
補
正
予
算
お
よ
び
平
成
17
年
度
予
算
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
議
案
38
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。
　�

　
い
ず
れ
の
案
件
も
慎
重
に
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
（
3
月
23
日
現
在
）�

平
成
17
年�

�議
　
案
�

議
案
第
１
号
か
ら
第
３
号
�

　
　
瑞
穂
市
が
加
入
す
る
一
部
事
務

組
合
の
う
ち
、
岐
阜
県
市
町
村
会

館
組
合
及
び
岐
阜
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
に
つ
い
て
、
市
町

村
合
併
に
よ
り
構
成
市
町
村
の
増

減
に
伴
う
規
約
改
正
に
つ
い
て
�

　
　
恵
那
市
、
揖
斐
川
町
な
ど
が
合

併
す
る
こ
と
に
伴
い
、
各
団
体
の

構
成
市
町
村
が
減
少
す
る
の
で
、

そ
の
協
議
に
つ
い
て
の
議
案
で
す
。
�

�議
案
第
４
号
・
５
号
�

　
　
証
明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託

及
び
廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
�

　
　
こ
れ
も
合
併
に
伴
い
海
津
市
が

誕
生
す
る
こ
と
か
ら
、
他
市
町
村

役
場
で
住
民
票
等
を
発
行
す
る
広

域
証
明
発
行
の
事
務
の
委
託
等
の

協
議
に
つ
い
て
の
議
案
で
す
。
�

�議
案
第
６
号
�

　
　
行
政
組
織
変
更
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
�

　
　
上
水
道
課
と
下
水
道
課
は
、
両

課
に
共
通
す
る
事
務
が
多
く
、
事

務
内
容
毎
に
ま
と
め
る
こ
と
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
、
事
務
効
率
か
ら

良
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
水
道
事
務
課
と
水
道
施
設
課

と
に
組
織
を
変
更
す
る
こ
と
に
伴

い
、
関
係
条
例
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。
�

��

議
案
第
７
号
�

　
　
瑞
穂
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
�

　
　
地
方
公
務
員
法
第
58
条
の
２
の

規
定
に
基
づ
き
、
市
の
人
事
行
政

の
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
公

表
す
る
た
め
の
条
例
を
定
め
る
も

の
で
す
。
�

�議
案
第
８
号
�

　
　
瑞
穂
市
法
定
外
公
共
物
管
理
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
�

　
　
法
定
外
公
共
物
の
機
能
管
理
及

び
財
産
管
理
と
も
市
町
村
の
自
治

事
務
と
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条

例
を
定
め
る
も
の
で
す
。
�

�議
案
第
９
号
�

　
　
瑞
穂
市
土
地
取
得
事
業
特
別
会

計
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
�

　
　
事
業
に
必
要
な
用
地
の
先
行
取

得
を
行
う
た
め
の
特
別
会
計
を
設

置
す
る
条
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。
�

�議
案
第
10
号
�

　
　
瑞
穂
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
�

　
　
育
児
又
は
介
護
の
た
め
に
職
員

の
早
出
遅
出
勤
務
を
申
請
に
よ
っ

て
認
め
る
よ
う
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。
�

議
案
第
11
号
�

　
　
瑞
穂
市
非
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
�

　
　
子
育
て
相
談
員
と
小
作
料
協
議

会
委
員
を
新
設
し
、
期
日
前
投
票

所
の
投
票
管
理
者
や
同
立
会
人
、

社
会
教
育
推
進
員
、
母
子
自
立
支

援
員
、
家
庭
相
談
員
の
報
酬
額
を

改
定
し
、
保
育
指
導
員
を
削
除
す

る
も
の
で
す
。
�

�議
案
第
12
号
�

　
　
瑞
穂
市
職
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
�

　
　
出
張
す
る
職
員
の
旅
費
算
定
基

準
を
見
直
し
、
実
状
を
勘
案
し
て

支
給
対
象
を
削
減
す
る
も
の
で
す
。
�

�議
案
第
13
号
�

　
　
瑞
穂
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
�

　
　
瑞
穂
市
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
基
金
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。
�

������

議
案
第
14
号
�

　
　
瑞
穂
市
文
化
財
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
�

　
　
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
伴
い
、

条
例
の
関
係
部
分
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。
�

�議
案
第
15
号
�

　
　
瑞
穂
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
�

　
　
県
単
独
事
業
で
あ
る
69
才
老
人

医
療
費
助
成
事
業
補
助
制
度
が
廃

止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
瑞
穂
市

福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
�

�議
案
第
16
号
�

　
　
瑞
穂
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
�

　
　
粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
受
け
入
れ
て

い
る
廃
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
、
廃
ス
プ
リ

ン
グ
マ
ッ
ト
は
、
処
理
手
間
、
処

理
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
等
か
ら

応
分
の
負
担
を
求
め
る
た
め
、
有

料
化
す
る
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
�

������

�������������������議
案
第
17
号
�

　
　
瑞
穂
市
自
転
車
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
�

　
　
定
期
専
用
と
し
て
い
る
第
２
、

第
３
自
転
車
駐
車
場
も
一
時
利
用

者
が
利
用
で
き
る
よ
う
条
例
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。
�

�議
案
第
18
号
�

　
　
瑞
穂
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
�

　
　
都
市
公
園
法
の
改
正
に
伴
い
、

市
の
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。
�

いままでの組織�

組織変更後�

上水道課�

�

水道料金�

水道施設整備�

水道施設の維持管理�

水道事務課�

�

水道料金�

下水道使用料�

水道施設課�

�

上下水道施設整備�

上下水道施設の維持管理�

下水道課�

�

下水道使用料�

下水道施設整備�

下水道施設の維持管理�

廃タイヤなどの処分費�

自動車用廃タイヤ・スプリングマット�

（事業用車のタイヤは除く）�

搬入方法�

料　　金�

備　　考�

直接搬入�

１枚（１個）300円�

市指定のシールにて�

※周知期間を置きますので、7月から料金がかかります。�
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議
案
第
19
号
�

　
　
瑞
穂
市
下
水
道
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
�

　
　
旧
穂
積
町
と
旧
巣
南
町
と
の
合

併
協
議
の
際
に
、
合
併
後
２
年
間

と
定
め
ら
れ
た
下
水
道
使
用
料
の

軽
減
措
置
が
、
平
成
17
年
４
月
30

日
に
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関

係
す
る
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。
�

�����������������������

議
案
第
20
号
�

　
　
瑞
穂
市
普
通
河
川
等
取
締
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
�

　
　
議
案
第
８
号
で
提
案
し
た
法
定

外
公
共
物
管
理
条
例
案
の
う
ち
、

特
に
河
川
に
関
係
す
る
事
項
に
つ

い
て
定
め
る
た
め
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。
�

�議
案
第
21
号
�

　
　
瑞
穂
市
営
土
地
改
良
事
業
の
賦

課
の
基
準
等
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
�

　
　
大
月
地
区
土
地
改
良
事
業
の
平

成
16
年
度
受
益
者
に
対
す
る
賦
課

金
の
基
準
、
徴
収
時
期
等
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。
�

�議
案
第
22
号
�

　
　
平
成
16
年
度
瑞
穂
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
�

　
　
既
定
の
予
算
額
か
ら
、
歳
入
、

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
８
７
０
万

６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額

を
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
２

億
２
２
９
８
万
４
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。
�

　
　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
歳
出
で

は
、
乳
幼
児
医
療
費
、
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
額
、

生
活
保
護
扶
助
費
、
下
水
道
関
係

費
、
学
校
施
設
整
備
費
の
減
額
な

ど
で
す
。
�

　
　
ま
た
、
既
に
完
了
し
た
事
業
の

予
算
を
精
算
し
、
減
債
基
金
や
財

政
調
整
基
金
の
積
立
に
充
て
ま
し

た
。
�

�議
案
第
23
号
�

　
　
平
成
16
年
度
瑞
穂
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
�

　
　
主
な
も
の
は
、
歳
入
に
お
い
て

は
、
国
庫
支
出
金
、
共
同
事
業
交

付
金
、
国
民
健
康
保
険
税
の
増
額

な
ど
。
歳
出
に
お
い
て
は
、
保
険

給
付
費
の
増
額
な
ど
で
す
。
�

�議
案
第
24
号
�

　
　
平
成
16
年
度
瑞
穂
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
�

　
　
歳
出
に
お
け
る
医
療
給
付
費
の

増
加
に
対
応
す
る
補
正
で
あ
り
、

そ
れ
に
伴
い
、
歳
入
に
お
い
て
は
、

支
払
基
金
交
付
金
・
国
庫
及
び
県

よ
り
の
各
支
出
金
な
ど
を
補
正
し

ま
し
た
。
�

�議
案
第
25
号
�

　
　
平
成
16
年
度
瑞
穂
市
学
校
給
食

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
�

　
　
主
に
、
給
食
予
定
計
画
人
員
の

減
少
に
よ
り
給
食
費
を
減
額
す
る

も
の
で
す
。
�

議
案
第
26
号
�

　
　
平
成
16
年
度
瑞
穂
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）�

　
　
新
た
に
瑞
穂
市
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
基
金
を
設
立
し
、

基
金
に
積
む
も
の
で
す
。
�

�議
案
第
27
号
�

 
 
平
成
16
年
度
瑞
穂
市
下
水
道
 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
）
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）�

 
 
主
な
も
の
は
、
歳
出
に
お
け
る

施
設
管
理
費
の
見
直
し
及
び
工
事

費
の
確
定
に
よ
る
も
の
で
す
。
�

�議
案
第
28
号
�

 
 
平
成
16
年
度
瑞
穂
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
�

 
 
収
益
的
収
入
及
び
支
出
、
資
本

的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て
、
収

入
及
び
支
出
を
減
額
す
る
も
の
で

す
。
�

�議
案
第
29
号
�

 
　
平
成
17
年
度
瑞
穂
市
一
般
会
計

予
算
�

 
 
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳

入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
８
億
３

０
０
万
円
と
定
め
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
�

 
 
く
わ
し
く
は
、
7
ペ
ー
ジ
以
降

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

�

������議
案
第
30
号
�

 
 
平
成
17
年
度
瑞
穂
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
�

 
 
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳

入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
31
億
８
４
７

０
万
８
千
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。
�

�議
案
第
31
号
�

 
 
平
成
17
年
度
瑞
穂
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
予
算
�

 
 
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳

入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
27
億
５
９
０

４
万
８
千
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。

被
保
険
者
数
は
３
７
０
０
人
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
�

��

議
案
第
32
号
�

 
 
平
成
17
年
度
瑞
穂
市
学
校
給
食

事
業
特
別
会
計
予
算
�

 
 
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳

入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７
５
５

５
万
４
千
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。
�

 
 
給
食
対
象
人
員
は
、
児
童
・
生

徒
５
９
６
５
人
、
そ
の
他
４
８
２

人
、
給
食
日
数
は
小
中
学
校
で
１

９
５
日
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
�

�議
案
第
33
号
�

 
 
平
成
17
年
度
瑞
穂
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
�

 
 
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳

入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
８
７

４
万
３
千
円
と
定
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
�

 
 
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
水
処
理

施
設
第
２
系
列
及
び
管
路
の
建
設

工
事
費
、
施
設
管
理
費
、
起
債
償

還
金
及
び
利
子
で
す
。
�

 
　
な
お
、
巣
南
西
地
区
の
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
は
、
平
成
16

年
４
月
１
日
よ
り
一
部
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
�

�議
案
第
34
号
�

 
 
平
成
17
年
度
瑞
穂
市
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
�

 
 
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳

入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
８
０
６
万

７
千
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。
�

 
 
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
施
設
管

理
費
と
起
債
償
還
金
及
び
利
子
で

す
。
�

 
　
な
お
、
平
成
９
年
度
か
ら
供
用

開
始
し
、
現
在
89
・
３
％
の
接
続

率
で
す
。
�

�議
案
第
35
号
�

 
　
平
成
17
年
度
瑞
穂
市
下
水
道
�

　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
）

事
業
特
別
会
計
予
算
�

 
 
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳

入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
８
７

９
万
８
千
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。
�

 
 
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
管
路
施

設
工
事
費
で
す
。
�

�議
案
第
36
号
�

 
 
平
成
17
年
度
瑞
穂
市
土
地
取
得

事
業
特
別
会
計
予
算
�

 
 
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳

入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
12
億
１
４
０

０
万
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。
�

 
 
公
共
用
地
先
行
取
得
費
を
一
般

会
計
と
分
け
て
管
理
す
る
た
め
に

特
別
会
計
に
計
上
し
ま
し
た
。
�

�議
案
第
37
号
�

　
　
平
成
17
年
度
瑞
穂
市
水
道
事
業

会
計
予
算
�

　
　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い

て
は
、
収
入
予
定
額
を
、
４
億
４

０
４
８
万
６
千
円
。
支
出
予
定
額

を
、
３
億
６
９
８
１
万
８
千
円
。

資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て

は
、
収
入
予
定
額
を
１
億
２
６
８

１
万
４
千
円
。
支
出
予
定
額
を
５

億
８
６
６
２
万
５
千
円
と
定
め
る

も
の
で
す
。
�

　
　
業
務
予
定
量
を
給
水
戸
数
１
万

２
７
８
０
戸
、
年
間
給
水
量
４
１

９
５
千
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
策

定
し
て
い
ま
す
。
�

�議
案
第
38
号
�

　
　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
�

　
　
宅
地
開
発
に
伴
う
寄
附
採
納
に

よ
る
も
の
と
管
理
引
継
ぎ
に
よ
る

も
の
で
す
。
�

���

今までの料金体系�

新料金体系�

基本料金�

超過料金�

１か月10mまで1,680円（消費税含む）�

１mあたり160.65円（消費税含む）�

※合併協議において、合併後２年間超過料金を15％�
　軽減することとなっていたため�

基本料金�

超過料金�

１か月10mまで1,680円（消費税含む）�

１mあたり189円（消費税含む）�

�※周知期間を置きますので、新料金は8・9月分より�
　適用します。�

3

3

3

3

▲一般質問のようす＝3/11市役所議場にて�
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特集　�
　
　
平
成
17
年
第
１
回
瑞
穂
市
議
会

定
例
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
出
席
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
平
成
の
市
町
村
合
併
も
合
併
特
例

法
の
期
限
が
迫
り
、
岐
阜
県
の
場
合
、

14
市
85
町
村
が
17
年
３
月
末
に
は
21

市
26
町
村
と
な
り
、
18
年
３
月
末
に

は
21
市
21
町
村
に
落
着
く
見
込
み
と

な
り
ま
し
た
。�

　
住
民
に
最
も
近
い
位
置
に
あ
る
基

礎
自
治
体
の
枠
組
み
も
漸
く
定
ま
り
、

い
よ
い
よ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
味
を
生

か
し
た
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
競

う
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
段
階
に
な
り
ま

す
。�

　
瑞
穂
市
も
平
成
15
年
５
月
に
合
併

し
て
２
年
を
経
過
し
、
調
整
と
融
和

の
時
期
は
過
ぎ
、
少
子･

高
齢
化
、
国

際
化
、
情
報
化
等
の
社
会
変
化
に
適

応
す
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
る

段
階
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。�

　
私
は
、
今
日
の
社
会
は
、
文
明
の

発
達
に
つ
れ
生
活
の
便
利
さ
は
得
た

も
の
の
、
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ど
と
い
う
共
同
体
の
機
能
が
弱
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

機
能
の
低
下
を
補
い
、
サ
ポ
ー
ト
す

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
が
、
地

域
づ
く
り
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。�

　
良
好
な
自
然
環
境
と
と
も
に
、
人

間
的
な
ふ
れ
あ
い
を
可
能
に
す
る
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
け
る
公

共
空
間
の
構
築
が
基
礎
自
治
体
の
責

務
で
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
観
点
か
ら
、
平
成
17
年
度
よ

り
展
開
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

事
業
の
う
ち
、
２
、
３
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
ま
ず
、
Ｆ
Ｍ
わ
っ
ち
と
提
携
し
、

災
害
、
緊
急
時
の
対
応
を
図
る
と
共

に
、
瑞
穂
市
の
時
間
を
毎
週
１
時
間
、

再
放
送
を
含
め
て
２
時
間
を
常
設
し
、

市
民
の
立
場
か
ら
の
必
要
な
情
報
・

話
題
の
提
供
を
行
い
、
ま
ち
に
お
け

る
協
働
意
識
の
醸
成
を
図
り
た
い
と

想
い
ま
す
。�

　
次
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
も
学
校
へ
行
こ
う
推
進
事
業
は
、

老
け
こ
む
こ
と
も
な
く
、
い
つ
ま
で

も
若
々
し
く
と
、
も
う
一
度
子
供
の

頃
に
返
っ
て
、
小
学
校
へ
通
い
ま
せ

ん
か
と
の
企
画
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
子
供
た
ち
の

ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
に
よ
る
、
明

る
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
交
流
、
学
び
の
場
づ
く
り

と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
建
設
準
備
、
農
産
物
等
の
直

販
所
の
調
査
研
究
、
犀
川
遊
水
地
を

活
用
し
た
水
辺
の
楽
校
の
整
備
等
を

進
め
る
と
共
に
、
子
育
て
環
境
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
育
児
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
、
一
つ
の
方
向
を
見
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
一
方
、
限
ら
れ
た
財
源
で
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

各
種
事
業
の
効
率
性
も
追
究
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
行
政
の
行
う
事
務
は
、
や
や
も
す

る
と
公
共
性
が
重
視
さ
れ
、
経
済
性

が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

公
共
性
の
中
に
、
経
済
性
も
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。�

　
事
務
分
掌
を
見
直
し
、
設
立
す
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
会
社
を
活
用
し
て
、

公
共
性
と
経
済
性
の
二
面
を
追
求
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
現
在
２
か
所
と
な
っ
て
お

り
ま
す
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
一
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
形
式�

（
公
設
公
営
か
、
公
設
民
営
か
、
Ｐ

・
Ｆ
・
Ｉ
か
）
及
び
機
能
（
学
校
給

食
に
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

加
え
る
か
）
に
つ
い
て
、
結
論
を
出

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
17

年
度
は
、
次
の
時
代
の
瑞
穂
市
づ
く

り
の
基
盤
固
め
の
年
だ
と
思
い
ま
す
。�

「
地
を
養
え
ば
、
花
は
育
つ
」
と
い

わ
れ
ま
す
。�

　
次
の
時
代
の
た
め
に
何
を
す
る
か
、

ど
う
す
れ
ば
花
が
咲
か
せ
ら
れ
る
か
、

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。�

当初予算�

207億�
836万円�

（100％）�

特別会計�

79億�
4892万円�

（38.4％）�

企業会計�
9億�
5644万円�
�

特別会計�

65億�
379万円�

（32.7％）�

企業会計�
10億�
1297万円�
�

一般会計�

118億�
300万円�

（57.0％）�

31億8471万円（15.4％）�

27億5905万円（13.3％）�

12億1400万円（5.9％）�

9億5644万円（4.6％）�

2億7555万円（1.3％）�

2億8874万円（1.4％）�

2807万円（0.1％）�

1億9880万円（1.0％）�

25億5923万円（12.9％）�

2601万円（0.1％）�

2億6737万円（1.3％）�

3億2224万円（1.6％）�

2億2134万円（1.1％）�

－�

31億 760万円（15.7％）�

10億1297万円（5.1％）�

一般会計�

123億�
4500万円�

（62.2％）�

当初予算�

198億�
6176万円�

（100％）�国 民 健 康 保 険 事 業 �

老 人 保 健 事 業 �

学 校 給 食 事 業 �

下 水 道 事 業 �

農 業 集 落 排 水 事 業 �

下水道（コミュニティ・プラント）事業�

土 地 取 得 事 業 �

水 道 事 業 �

■瑞穂市の予算総額�
平成17年度� 平成16年度�

―平成17年度予算案が議会に上程されました―�

　平成17年第１回瑞穂市議会定例会において、平成17年度当初予算案が上程されました。一般会計と特別
会計を合わせると207億836万円です。�
　一般会計では、前年度の当初予算と比べると4.4％の減、金額にして５億4200万円の減額になりました。�
　新市が発足して３年目となる平成17年度は、特色のある地域づくりを進めるための基礎を築く予算とな
っています。�
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●前年度予算額との比較� ●前年度予算額との比較�

市
長
所
信
表
明�

市
長
所
信
表
明�

平成17年度�
私たちのくらしはこうなります�

平成17年度�
私たちのくらしはこうなります�

一般会計　歳入�一般会計　歳出�

総　　額�

11,803,000

総務費�
1,437,406�
    12.2%�
�

民生費�
3,663,492�
    31.0%�
�

衛生費�
1,646,164�
     14.0%�
�

土木費�
1,814,026�
     15.4%�
�

消防費�
610,887�
     5.2%�
�

教育費�
1,642,420�
    13.9%

公債費�
590,606�
    5.0%

農林水産業費�
191,525�
    1.6%

（単位：千円）�

0

5

10

15

20

25

30

35

40
（億円）�

総
務
費�

民
生
費�

衛
生
費�

農
林
水�

産
業
費�

�

土
木
費�

消
防
費�

教
育
費�

公
債
費�

そ
の
他�

0

10

20

30

40

50

60
（億円）�

市
税�

繰
入
金�

市
債�

地
方
交
付
税�

国
庫
支
出
金�

県
支
出
金�

地
方
譲
与
税�

そ
の
他�

地
方
特
例
交
付
金�

地
方
消
費
税
交
付
金�

使
用
料
及
び
手
数
料�

分
担
金
及
び�

負
担
金�

平成17年度�

平成16年度�

平成17年度�

平成16年度�

　地方交付税など国からくるお金が減ってきていますが、人口の増加にともなった住宅の増加や、企業業
績の好転による法人税や固定資産税の増加が見込まれます。�
　しかし、財政状況は相変わらず厳しい状況ですので、楽観視せず、堅実な行政運営を行ってゆきます。�
　前年度比較を見ますと、三位一体改革の影響により、国庫支出金の一部が一般財源化（下欄参照）され
たため減少となりました。�
　また、県支出金も同様の理由により、減少となりました。�

　防災、福祉、教育等に重点を置いて編成しました。�
　費用対効果を意識し、コミュニティの充実をねらった予算配分に心がけました。�
　前年度比較を見ますと、総務費は、退職に伴う職員減のため、減少しました。�
　民生費は、清流みずほ保育所への補助金、福祉医療費の増加により増加しました。�
　教育費は、本田小学校の増築工事と巣南中学校の耐震工事が完了したため、減少しました。�

57.0
53.2

14.4 15.4

36.6
34.0

16.5 16.8

1.9 3.3

18.1 19.0

6.1 5.8

16..4

20.5

5.9 6.7

2.1 2.0

5.8

12.1
2.5

2.2
2.1 2.3

10.2
12.1

10.0 10.3
7.9

9.9
5.6 7.3

4.0 2.7 3.7 2.6 3.0 2.0
6.86.2

地 方 譲 与 税 �

利 子 割 交 付 金 �

配 当 割 交 付 金 �

株式等譲渡所得割交付金�

地方消費税交付金�

自動車取得税交付金�

地方特例交付金�

交通安全対策特別交付金

計�

�

370,000�

50,000�

5,000�

3,000�

400,000�

120,000�

300,000�

11,000�

1,259,000

3.1%�

0.4%�

0.1%�

0.1%�

3.4%�

1.0%�

2.5%�

0.1%�

10.7%�

�

�

使用料及び手数料�

財 産 収 入 �

寄 附 金 �

繰 越 金 �

諸 収 入 �

計�

209,387�

7,317�

13�

250,000�

169,465�

636,182

1.8%�

0.1%�

0.0%�

2.1%�

1.4%�

5.4%�

�

その他の内訳�議 会 費 �

労 働 費 �

商 工 費 �

諸 支 出 金 �

予 備 費 �

計�

�

135,266�

10,083�

38,123�

13,002�

10,000�

206,474�

�

1.1%�

0.1%�

0.3%�

0.1%�

0.1%�

1.7%�

�

その他の内訳�

その他の内訳�

一般財源化とは？�

　国・地方の税財政の

改革（三位一体改革）

により、国庫補助負担

金を、その使途に条件

を付けず又は制限され

ない形で、一般的な財

源として交付すること

をいいます。�

総　　額�

11,803,000
自主財源�
�

市税�
5,704,650�
    48.3%

繰入金�
580,001�
4.9% 分担金及び負担金�

250,200�
2.1%

その他�
1,259,000�
    10.7%

県支出金�
556,298�
    4.7%

地方交付税�
1,000,000�
    　8.5%

国庫支出金�
　791,669�
    　6.7%

市債�
1,025,000�
    　8.7%

その他�
636,182�
    5.4%

(単位：千円)

依存財源�
�

7,171,033�
 60.7%

4,631,967�
 39.3%

その他�
206,474�
    1.7%
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平成17年度予算主要事業計画�

基本計画項目� 事　業　費�

快適な�
《交流都市》の創造�
�

住みやすい�
《環境都市》の創造�
�

安心できる�
《健やか都市》の創造�
�

心豊かな�
《人づくり都市》の創造�
�

人がふれあう《協働都市》の創造�
�

躍動する�
《活力都市》の創造�
�

市民のための�
《健全行政都市》の創造�
�
その他�

瑞穂市の番組を作成し、ラジオならではのタイムリ
ーな話題の提供を行うとともに、災害、緊急時の
情報発信を行います。�

○ＦＭ放送局を開設�

乳幼児医療費助成の対象が、通院も小学校就
学前までに引き上げられます。�

○乳幼児医療費助成の対象を拡大�

高齢者のかたを対象に、小学校の教室を利用し、
週１回授業を行います。�

○おじいちゃんおばあちゃんも�
　　　　　　　学校へ行こう推進事業�

西部複合センターとアクアパークすなみ周辺を
コミュニティ公園として一体整備します。今年
度は、西部複合センター前（南側）の駐車場整
備を行います。�

○(仮称)大月運動公園の整備�

牛牧～横屋地区を結ぶ下犀川橋は、幅14ｍ、橋
長91ｍの橋として架け替わります。この事業は、
平成19年度完成を目指して平成15年度より開始
されており、今年度は引き続き用地取得を行い、
橋梁下部工に着手する予定です。（なお、平成
15～16年度は、岐阜県合併市町村支援交付金
の補助を受けてこの事業を実施しました。）�

○下犀川橋の架け替え�

未開通区間の朝日大学前～犀川大橋間が今夏開通し、
全面開通となります。�

○県道北方多度線の全面開通�

ＪＲ穂積駅にエレベーターを設置するほか、障
害者対応型のトイレも設置します。�

○ＪＲ穂積駅にエレベーターを設置�

本田地区に、コミュニティ機能をもった公共施設を整
備します。平成18年度完成を目指し、今年度は用地
取得、設計、測量調査等を行います。�

○(仮称)�
　本田コミュニティセンターの建設�

�

270,000 �

23,583 �

88,000 �

13,500 �

141,409 �

288,750 �

40,699 �

5,248 �

111,917 �

235,966 �

289,883 �

107,880 �

146,679 �

41,500 �

8,505 �

450,305 �

176,278 �

242,260 �

31,868 �

237,622 �

203,580 �

301,140 �

121,713 �

7,933 �

67,939 �

94,035 �

63,251 �

23,530 �

33,774 �

37,197 �

16,888 �

14,803 �

9,138 �

1,201,000 �

�

具体的事業名と内容�

犀川橋梁整備事業（下犀川橋）�

穂積駅周辺整備　　　�

穂積駅バリアフリー化対策事業�

全市プロムナード計画の推進�

アクアパークすなみ第二系統水処理施設建設工事等�

補助水源新築工事�

空き容器回収事業�

資源類集団分別回収奨励金�

廃棄物収集委託料�

廃棄物処理事業 （粗大ごみ、不燃物等）�

西濃環境整備組合負担金�

もとす広域連合負担金（衛生施設分）�

合併処理浄化槽設置整備補助金�

緊急道路橋梁耐震対策事業�

防災資機材の充実�

常備消防･救急体制�

支援費事業�

もとす広域連合負担金(介護保険分)�

もとす広域連合負担金(老人福祉施設分)�

保育所建設補助金�

生活保護扶助�

福祉医療費助成事業�

小学校・中学校・幼稚園の施設整備�

瑞穂大学事業�

図書館（楽修館）・分館運営事業�

(仮称)大月運動公園整備事業�

生津ふれあい広場整備事業�

（仮称）本田コミュニティセンター建設事業�

土地改良施設維持管理事業�

農村総合整備事業 (集落型)(大月地区)�

商工会活動補助�

人事給与システム導入�

ＦＭ放送事業�

公共用地取得事業�

事　業　名�

総合治水対策事業（河川改修事業）            �

ＪＲ穂積駅周辺整備事業�

ＪＲ穂積駅整備事業�

コミュニティ道路整備事業�

特定環境保全公共下水道事業�

上水道整備事業(配水設備拡張事業)　    �

�

�

リサイクルの推進�

�

�

し尿の適正処理の推進�

合併処理浄化槽設置整備事業�

ライフラインの確保�

総合防災対策推進事業�

消防体制の充実�

障害者福祉事業�

高齢者福祉事業
�

�

児童福祉事業�

社会保障充実事業
�

�

学校（園）施設整備�

市民文化振興事業
�

�

体育施設整備事業
�

�

地域活動活性化事業�

農業基盤整備事業
�

�

商店街活性化対策事業�

行政情報化推進事業�

広報広聴事業�

公共用地先行取得事業�

�

�

 治水対策�

 
市街地整備・住まいづくり�
�

 交通・情報交流 �

上下水道�
�

�

�

�

 循環型社会づくり�

�

�

�

�

 安全社会づくり�

�

�

�

 支え合い社会づくり�

�

 医療・社会保障�
�

 学校・家庭・地域社会の連携�

�

市民文化・市民スポーツの振興�
�

�

 地域コミュニティ�

 農　業
�

�

 商工業・新規産業�

 質の高い行政サービスの提供�

 市民主体のまちづくり�

 土地取得事業特別会計�

（単位：千円）�

▲（仮称）大月運動公園建設予定地＝大月地内にて�

▲架け替えられる下犀川橋＝牛牧、横屋地内にて�
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「
や
ー
お
。
」
の
掛
け
声
を
合
図
に
、

笛
や
太
鼓
の
音
が
辺
り
に
響
き
渡
り
、

猩
々
を
乗
せ
た
山
車
が
ま
ち
を
練
り
歩

く
。�

　
去
る
３
月
６
日
、
美
江
寺
の
美
江
寺

観
音
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
「
お
蚕
祭

り
」
で
は
、
小
さ
な
子
ど
も
達
が
先
頭

に
立
っ
て
山
車
を
曳
き
ま
し
た
。�

　
山
車
の
上
に
立
つ
、
猩
々
の
持
っ
た

柄
杓
の
割
れ
具
合
で
、
今
年
の
吉
凶
を

占
う
と
の
こ
と
で
す
。�

　
山
車
の
中
と
上
部
で
は
、
美
江
寺
観

音
猩
々
ば
や
し
保
存
会
に
所
属
し
て
い
る
、

地
元
の
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
笛
と
太

鼓
を
演
奏
し
、
親
や
教
員
か
ら
の
応
援
に

応
え
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
の
練
習
の
苦

労
が
報
わ
れ
た
よ
う
に
、
誇
ら
し
げ
な
面

持
ち
で
す
。�

　
め
ま
ぐ
る
し
く
流
れ
る
時
代
の
中
で
、

こ
こ
だ
け
は
山
車
の
動
き
同
様
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
餅
ま
き
が
始
ま
る
頃
に
は
、
参
拝
者
の

数
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
賑
や
か
に
祭
り
の

終
わ
り
を
飾
り
ま
し
た
。�

今
年
の
吉
凶
を
占
う�

 
 

　
　
美
江
寺
観
音
の
お
蚕
ま
つ
り�

▲子どもから大人まで力を合わせて山車を曳きました。�
　＝美江寺にて�

▲山車の上からもちまきをする松野市長ら�
　＝美江寺観音にて�

▲「上手にできたね。」＝図書館分館にて�

▲今回配布される防災マニュアル�

　
み
ず
ほ
バ
ス
の
時
刻
表
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
携
帯
電
話
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
、
「
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
携
帯
電
話
サ

イ
ト
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ

の
サ
イ
ト
か
ら
、
公
共
施
設
な

ど
に
電
話
が
か
け
ら
れ
る
ほ
か
、

避
難
場
所
な
ど
の
確
認
が
で
き

ま
す
。
�

　
�

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
�

　
�

携
帯
で
瑞
穂
市
の
情
報
を
ゲ
ッ
ト
　�

　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
携
帯
電
話
サ
イ
ト�

　
県
内
市
町
村
が
行
う
ユ
ニ
ー
ク
な
諸
施
策
に

対
し
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
の
が
「
岐
阜
県
市

町
村
振
興
補
助
金
」
で
す
。
�

　
補
助
を
受
け
た
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

（
カ
ッ
コ
内
が
補
助
金
額
）
�

○
自
主
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業（
３
６
０
万
円
）�

①
地
域
自
主
防
災
組
織
に
ジ
ャ
ッ
キ
や
バ
ー
ル

な
ど
の
資
機
材
一
式
を
整
備
�

②
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
と
配
布
�

○
花
フ
ェ
ス
タ
協
賛
と
し
て
中
小
学
校
の
花
壇

を
整
備（
1
0
0
万
円
）
�

○
花
フ
ェ
ス
タ
「
瑞
穂
市
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト

費
用（
1
2
0
万
円
）
�

今
年
度
は
５
８
０
万
円
の
交
付
　�

　
　
　
　
　
　 

岐
阜
県
市
町
村
振
興
補
助
金�

▲携帯電話のトップ画面の�
　イメージ図�

　
去
る
２
月
27
日
、
市
役
所
公
室
に
お

い
て
、
岐
阜
市
消
防
本
部
消
防
長
よ
り

初
期
消
火
に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
�

　
感
謝
状
を
受
け
た
の
は
、
加
藤
健
信

・
千
鶴
さ
ん
ご
夫
妻
（
瑞
穂
市
在
住
）、
�

金
井
光
男
さ
ん
（
岐
阜
市
在
住
）、
中

嶋
一
輝
さ
ん
（
揖
斐
川
町
在
住
）
の
４

名
で
、
１
月
30
日
に
本
田
地
内
で
発
生

し
た
住
宅
火
災
に
お
い
て
、
4
人
は
連

係
し
て
消
防
署
へ
の
通
報
や
住
人
の
避

難
、
消
火
栓
に
よ
る
初
期
消
火
を
さ
れ

ま
し
た
。
�

模
範
と
な
る
行
動
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
初
期
消
火
の
感
謝
状
贈
呈�

　
去
る
３
月
５
日
、
６
日
、
13
日
の
３
日

間
、
図
書
館
楽
修
館
及
び
分
館
に
お
い
て
、

図
書
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来

館
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
�

「
音
読
を
一
緒
に
し
ま
し
ょ
う
」
や
「
お

お
き
な
え
ほ
ん
を
読
む
会
」、「
声
の
演
劇
」、

「
人
形
劇
」
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
、
本
か
ら
広
が
る
素
敵
な
時
間

を
楽
し
み
ま
し
た
。
�

　
６
日
に
開
催
さ
れ
た
「
石
粉
粘
土
で
絵

本
を
つ
く
ろ
う
」
で
は
、
親
子
20
人
が
参

加
し
、
カ
ラ
フ
ル
な
粘
土
で
「
い
な
い
い

な
い
ば
ぁ
」
の
文
字
を
作
り
、
手
作
り
絵

本
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
�

本
か
ら
広
が
る
素
敵
な
時
間
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
書
館
ま
つ
り�

▲感謝状を授与されたかたがたと永田昭三�
　岐阜中消防署穂積分署長＝市役所公室にて�

▲完成したストックヤード＝美来の森にて�

　
宝
江
の
ほ
づ
み
園
に
入
園
し
て
み
え

る
山
本
マ
サ
ヨ
さ
ん
が
、
３
月
６
日
に

め
で
た
く
白
寿
（
満
99
歳
）
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
�

　
こ
の
日
、
松
野
幸
信
市
長
が
山
本
さ

ん
の
も
と
を
訪
れ
、
お
祝
い
状
と
お
祝

い
金
１
０
０
万
円
を
贈
り
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
（
瑞
穂
市
長
寿
者
褒
賞
条
例
に

よ
る
）
。
�

　
同
園
に
入
園
し
て
み
え
る
他
の
お
年

寄
り
や
職
員
も
大
勢
集
ま
り
、
み
ん
な

で
お
祝
い
し
ま
し
た
。
�

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
寿
の
祝
い�

　
２
か
月
間
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
粗
大
ご
み
等
の
保
管
場
所
と

し
て
、
新
し
く
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
完
成

し
ま
し
た
。
�

　
完
成
し
た
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
は
、
粗
大

ゴ
ミ
な
ど
を
品
目
毎
に
分
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
係
員
の
指
示
に
従
っ

て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
車
で
ご
利
用
の
か
た
は
、
従
来
通
り
美

来
の
森
北
側
の
入
口
か
ら
入
り
、
施
設
西

門
か
ら
出
て
い
た
だ
け
ま
す
。
�

　
な
お
、
ガ
ラ
ス
工
房
を
ご
利
用
の
か
た

は
、
施
設
西
側
の
通
路
か
ら
入
っ
て
い
た

だ
き
、
お
車
は
北
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
�

美
来
の
森
に
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
完
成
　�

　
　
　
　
　
　 

　�

▲お祝い状とお祝い金を贈り、山本さんに声を�
　かける松野市長＝ほづみ園にて�

http://www.m
izuho-city.jp/k/
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け   ん   こ   う   け   ん   こ   う   

自分の健康を自分で守るために�
健（検）診を受診しましょう！�

BCG予防接種と三種混合予防接種の�
対象年齢が変わります。�

広報�

平成17年度家族調査票の記入及び提出方法を確認してください。�

調査票の提出期限は4月22日（金）必着です。�
�

　平成17年度の家族調査票を4月中旬に各家庭に郵送します。�
　各健（検）診の受診希望の有無をお尋ねするものですので、右記の点を確認して変更のある場合は、同封の返信用封
筒にて4月22日（金）必着で返信してくださるか、直接保健センター（総合センター3階）もしくは巣南庁舎市民窓
口課へ提出してください。変更のない場合は、返信していただく必要はありません。�

＊ 最初にBCG予防接種を済ませてからポリオまたは三種混合の予防接種を受けてください。�
　なお、BCG予防接種は、生後6か月になる前日までしか受けることができませんのでご注意ください。�

■家族調査票にはすでに希望欄に「○」が付いています。�
前年度に家族調査票で申し込んだもの�
（注意：前年度に調査票で健(検)診を希望したが、受診されなかったかたでも「受診する」に○が付いています）�
前年度に実際健（検）診を受けたもの�
（注意：前年度に調査票で申し込んでないが、健（検）診を受診されたかたは「受診する」に○が付いています）�
※　調査票で氏名が記載されているかた全員の分を確認してください。�
�
■各健（検）診のお知らせについては、この調査票を基に後日案内します。　�
■各健（検）診日程については、家族調査票の裏面に記載しています。なお、くわしい日程は広報「みずほ」およびホ 

　ームページにて確認してください。�

� 自分の健康を確認するため、また自分では気づかない病気を早期に発見し、�
早期に治療するためにも、年１回は積極的に健（検）診を受けましょう。�

｢パパママくらぶ｣に参加しませんか？�

�

宇土医院�
　　　３２７－５５１３�

月曜日～土曜日�
（水・土曜日午後、祝日は除く）�

１２：００～１２：１５�
１５：５０～１６：００ 

京極こどもクリニック�
　　　３２６－７２２０�

月曜日～金曜日�
（木曜日午後、祝日は除く）�

１５：３０～１６：００（予約が必要です）�
※診療時間内もできますがご相談ください。�

国枝医院�
　　　３２７－２８３５�

火曜日～金曜日�
（水曜日、祝日は除く）�

診療時間内�
（入口で受付してください）�

下野外科胃腸科医院�
　　　３２７－３３３３�

月曜日～土曜日�
（祝日は除く）�

診療時間内　※１７：００～１７：３０は除く�
（入口で受付してください）�

高木クリニック�
　　　３２８－５５７７�

月曜日～土曜日�
（木曜日午後、祝日は除く）�

金曜日の１５：３０～１６：００�
および診療時間内�

所内科医院�
　　　３２７－３７７３�

月曜日～金曜日�
（木曜日午前、祝日は除く）�

１１：５０～１２：００�
１６：５０～１７：００�

名和内科�
　　　３２８－３３１１�

月曜日～土曜日�
（木曜日午後、祝日は除く）�

診療時間内�

樋口産婦人科医院�
　　　３２７－３１１１�

火曜日～金曜日�
（水曜日午後、祝日は除く）�

診療時間内�
（東の入口から入り受付してください）�

広瀬内科クリニック�
　　　３２６－７７７３�

月曜日～土曜日�
（水・土曜日午後、祝日は除く）�

診療時間内�
（入口で受付してください）�

福田内科医院�
　　　３２７－０７２１�

月曜日～金曜日�
（祝日は除く）�

１１：５０～１２：００�
１６：００～１７：００�

吉村内科�
　　　３２７－００２０�

月曜日～土曜日�
（土曜日午後、祝日は除く）�

１１：５０～１２：１０�
１６：５０～１７：００�

若園医院�
　　　３２８－２０２１�

月曜日～土曜日�
（祝日は除く）�

月・木曜日の１７：００～１７：３０�
および診療時間内�

医 療 機 関 � 実 施 日 � 受 付 時 間 �

●問い合わせ  保健センター�
　　　　　　 （　327-8611）まで�

個別予防接種指定医療機関および実施日時�
�

( (

＜妊婦さん向け＞　＊父親の参加もOKです�

＜妊婦・父親向け＞　�
�

※診療時間内もできま�
　すがご相談ください。�

（平成17年４月１日現在）�

平成17年４月６日（水）13：30～�

平成17年７月13日（水）13：30～�

平成17年10月３日（月）13：30～�

平成18年１月10日（火）13：30～�

1�

2�

3�

4

平成17年４月26日（火）９：30～�

平成17年７月20日（水）９：30～�

平成17年10月21日（金）９：30～�

平成18年１月31日（火）９：30～�

平成17年５月26日（木）13：30～�

平成17年８月18日（木）13：30～�

平成17年11月14日（月）13：30～�

平成18年２月23日（木）13：30～�

平成17年６月６日（月）13：30～�

平成17年９月29日（木）13：30～�

平成17年12月26日（月）13：30～�

平成18年３月13日（月）13：30～�

場所：総合センター３階　　　※受付は15分前から行います。�

◎平成17年４月18日（月）13：30～�

平成17年10月11日（火）13：30～�

平成17年６月１日（水）13：30～�

◎平成17年12月未定�

平成17年9月未定�

◎平成18年3月未定�

�

◎平成17年７月１日（金）13：30～�

平成18年１月18日（水）13：30～�

平成17年５月21日（土）13：30～�

平成17年８月20日（土）13：30～�

平成17年11月19日（土）13：30～�

平成18年２月18日（土）13：30～�

場所：総合センター３階、ただし◎印は西部複合センター　※受付は15分前から行います。�

★は、開催日の４日前までに予約してください。�

◎BCG予防接種�

現　行　　生後３か月～４歳未満�

変更後　　生後１か月～６か月未満�

◎三種混合予防接種�

現　行　　生後６か月～90か月未満�

変更後　　生後３か月～90か月未満�

　保健センター・生涯学習課では、これから出産を迎えるかたのために｢パパママくらぶ｣を開催しています。安心し
て出産や子育てに臨むことができるよう応援します。妊娠中のかたは、初めての子、2人目、3人目の子･･･どなたで
もお越しください。　　　部分は子育て中のかたの参加も大歓迎です。�
　なお、「パパママくらぶ」は平成17年3月末までの母子健康手帳交付時のリーフレットに掲載されている「妊婦教
室・あすの親倶楽部」を統合し改名したものです。�

実　施　月・日　内　容【年間：（第１～４回=１コース）×４回】�

第１回�

『自分の体を知ろう』�

・保健師のお話�

・歯科健診／相談�

・グループトーク�

★第２回�

『妊娠中の食生活って？』�

・栄養士のお話�

・調理実習�

第３回�

『出産にむけて』�

・産婦人科医師のお話�

・助産師のお話�

・ストレッチの実践�

・リラクゼーションの体験�

第４回�

『赤ちゃんと向き合おう』�

・保健師、助産師のお話�

・ベビー人形の抱っこ体験�

実　施　月　日・内　容�

★ベビー用ソープを

作ろう�

～香りでリラックス～�

・ベビー用ソープの

　作成�

★離乳食・幼児食を

作ってみよう�

～手作りでも簡単～�

・調理実習�

★妊婦さんに変身！�

沐浴を体験してみよう�

～お父さん�

　　がんばって～�

・妊婦体験、沐浴体

　験�

子どもの命を守ろう�

～見て聞いて体験�

　　する事故予防～�

・講演、チャイルド

　シート装着体験�

がんばり過ぎない親

になろう�

～子どもの成長と�

　　　　親の役割～�

・講演�
参加条件：妊婦と�
父親の二人で参加�〈� 〈�



総合センター（3階）�

西部複合センター（1階）�

総合センター（3階）�

西部複合センター（1階）�

総合センター（3階）�

西部複合センター（1階）�

総合センター（3階）�

西部複合センター（1階）�

総合センター（3階）�

西部複合センター（1階）�

総合センター（3階）�

西部複合センター（1階）�

総合センター（3階）�

西部複合センター（1階）�

総合センター（3階）�

西部複合センター（1階）�

総合センター（3階）�

西部複合センター（1階）�

総合センター（3階）�

西部複合センター（1階）�

総合センター（3階）�

西部複合センター（1階）�

総合センター（3階）�

西部複合センター（1階）�

4（月）�

6（水）�

25（水）�

23（月）�

16（木）�

10（金）�

21（木）�

29（金）�

12（金）�

5（金）�

12（月）�

14（水）�

20（木）�

27（木）�

30（水）�

21（月）�

5（月）�

7（水）�

30（月）�

11（水）�

13（月）�

16（木）�

8（水）�

10（金）�

5（火）�

7（木）�

12（木）�

13（金）�

2（木）�

7（火）�

7（木）�

5（火）�

4（木）�

11（木）�

2（金）�

6（火）�

4（火）�

7（金）�

10（木）�

11（金）�

8（木）�

9（金）�

5（木）�

12（木）�

1（水）�

3（金）�

2（木）�

7（火）�

平成16年
11月生まれ�

平成16年
12月生まれ�

平成17年
1月生まれ�

平成17年
2月生まれ�

平成17年
3月生まれ�

平成17年
4月生まれ�

平成17年
5月生まれ�

平成17年
6月生まれ�

平成17年
7月生まれ�

平成17年
8月生まれ�

平成17年
9月生まれ�

平成17年
10月生まれ�

平成16年
5月生まれ�

平成16年
6月生まれ�

平成16年
7月生まれ�

平成16年
8月生まれ�

平成16年
9月生まれ�

平成16年
10月生まれ�

平成16年
11月生まれ�

平成16年
12月生まれ�

平成17年
1月生まれ�

平成17年
2月生まれ�

平成17年
3月生まれ�

平成17年
4月生まれ�

平成15年
9月生まれ�

平成15年
10月生まれ�

平成15年
11月生まれ�

平成15年
12月生まれ�

平成16年
1月生まれ�

平成16年
2月生まれ�

平成16年
3月生まれ�

平成16年
4月生まれ�

平成16年
5月生まれ�

平成16年
6月生まれ�

平成16年
7月生まれ�

平成16年
8月生まれ�

平成15年
3月生まれ�

平成17年1月生まれおよびH16.10.15～H17.3.14生まれ�

平成16年12月生まれおよびH16.10.7～H17.3.6生まれ�

平成17年2月生まれおよびH16.10.20～H17.3.19生まれ�

平成15年
4月生まれ�

平成15年
5月生まれ�

平成15年
6月生まれ�

平成15年
7月生まれ�

平成15年
8月生まれ�

平成15年
9月生まれ�

平成15年
10月生まれ�

平成15年
11月生まれ�

平成15年
12月生まれ�

平成16年
1月生まれ�

平成16年
2月生まれ�

平成14年
3月生まれ�

平成14年
4月生まれ�

平成17年3月生まれおよび�
H16.11.12～H17.4.11生まれ�

平成17年4月生まれおよび�
H16.12.9～H17.5.8生まれ�

平成17年5月生まれおよび�
H17.1.14～H17.6.13生まれ�

平成17年6月生まれおよび�
H17.2 .6～H17.7 .5生まれ�

平成17年7月生まれおよび�
H17.3 .9～H17.8 .8生まれ�

平成17年8月生まれおよび�
H17.4.13～H17.9.12生まれ�

平成17年9月生まれおよび�
H17.5.9～H17.10.8生まれ�

平成17年10月生まれおよび�
H17.6.7～H17.11.6生まれ�

平成17年11月生まれおよび�
H17.7.12～H17.12.11生まれ�

平成17年12月生まれおよび�
H17.8 .9～H18.1 .8生まれ�

平成18年1月生まれおよび�
H17.9 .9～H18.2 .8生まれ�

平成14年
5月生まれ�

平成14年
6月生まれ�

平成14年
7月生まれ�

平成14年
8月生まれ�

平成14年
9月生まれ�

平成14年
10月生まれ�

平成14年
11月生まれ�

平成14年
12月生まれ�

平成15年
1月生まれ�

平成15年
2月生まれ�

平成16年
11月生まれ�

平成16年
12月および
平成17年�
1月生まれ�

平成17年
2月生まれ�

平成17年
3月生まれ�

平成17年
4月生まれ�

平成17年
5月生まれ�

平成17年
6月生まれ�

平成17年
7月生まれ�

平成17年
8月生まれ�

平成17年
9月生まれ�

平成17年
10月生まれ�

平成17年
11月生まれ�

13（水）�

14（木）�

9（月）�

11（水）�

15（水）�

9（木）�

11（月）�

6（木）�

3（水）�

10（水）�

7（水）�

1（木）�

17（月）�

5（水）�

7（月）�

1（火）�

19（月）�

1（木）�

16（月）�

19（木）�

9（木）�

2（木）�

1（水）�

3（金）�

12（火）�

8（金）�

10（火）�

20（金）�

14（火）�

17（金）�

15（金）�

12（火）�

9（火）�

19（金）�

9（金）�

13（火）�

19（水）�

18（火）�

16（水）�

18（金）�

2（金）�

16（金）�

18（水）�

27（金）�

7（火）�

17（金）�

17（金）�

24（金）�

20（水）�

21（木）�

16（月）�

26（木）�

20（月）�

22（水）�

4（月）�

14（木）�

1（月）�

2（火）�

5（月）�

8（木）�

3（月）�

6（木）�

14（月）�

2（水）�

12（月）�

15（木）�

25（水）�

6（金）�

6（月）�

8（水）�

6（月）�

9（木）�

15（金）�

22（金）�

18（水）�

27（金）�

21（火）�

24（金）�

8（金）�

22（金）�

31（水）�

26（金）�

16（金）�

30（金）�

21（金）�

28（金）�

22（火）�

25（金）�

13（火）�

21（水）�

20（金）�

13（金）�

10（金）�

24（金）�

14（火）�

28（火）�

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

月� 場　　所�

受付時間� 9：30～10：30 13：00～13：40 9：15～9：55 13：15～14：00 13：15～14：0013：15～14：009：30～10：30 13：15～14：00

乳幼児相談�乳児健康診査�10か月児相談�
1歳6か月児�
健康診査� 2歳児相談� 3歳児健康診査�

8（金）�

28（木）�

19（木）�

30（月）�

14（火）�

30（木）�

7（木）�

13（水）�

9（火）�

25（木）�

15（木）�

22（木）�

25（火）�

18（火）�

17（木）�

8（火）�

13（火）�

8（木）�

20（金）�

27（金）�

17（金）�

23（木）�

16（木）�

28（火）�

リズムあそび�

ベビービクス�

ベビービクス�

保育士さんと遊ぼう�

保育士さんと遊ぼう�

ベビービクス�

ベビービクス�

工　作�

工　作�

ベビービクス�

ベビービクス�

保育士さんと遊ぼう�

保育士さんと遊ぼう�

リズムあそび�

ベビービクス�

工　作�

工　作�

ベビービクス�

リズムあそび�

保育士さんと遊ぼう�

保育士さんと遊ぼう�

ベビービクス�

ベビービクス�

工　作�

10：00～10：15�
（終了予定11：30）�

すくすく広場�

21（木）�

20（水）�

24（火）�

19（木）�

23（木）�

16（木）�

20（水）�

26（火）�

24（水）�

18（木）�

22（木）�

15（木）�

17（月）�

26（水）�

17（木）�

15（火）�

15（木）�

14（水）�

19（木）�

17（火）�

14（火）�

21（火）�

15（水）�

23（木）�

ポリオ�
生ワクチン�

9：30～11：00�
13：00～14：30

26（火）�

23（月）�

23（木）�

25（月）�

23（火）�

26（月）�

�

25（火）�

24（木）�

27（火）�

23（月）�

28（火）�

27（月）�

�

フッ素・サホライド�
塗布�
�

14（木）�

19（火）�

11（水）�

8（水）�

13（水）�

5（金）�

8（木）�

12（水）�

8（火）�

6（火）�

11（水）�

8（水）�

8（水）�

ＢＣＧ�

6（水）�

乳
幼
児（
小
学
校
就
学
前
の
児
）�

※１　お急ぎのかたの
ために、総合センターで
実施の事業については、
11時30分から整理番号
札をご用意しています。�
�
※２　０歳児とお世話
をしているかたのため
のあそびの広場です。内
容は変更になる場合が
あります。�
�
※３　ポリオ生ワクチ
ンの対象者は１回目の
み掲載されます。２回目
を受ける際は、規定の間
隔をあけ、体調の良い実
施日に受けてください。
BCG接種後に受けまし
ょう。�
�
※４　予防接種は、でき
るだけ対象になってい
る実施日に受けましょ
う。実施日にできなかっ
たかたは、保健センター
にご相談ください。�
�
※５　年３回まで塗布
できます。前回塗布から
４か月以上の間隔が必
要です。料金は、フッ素
が300円、サホライドが
１，000円です。おつり
の無いようにお願いし
ます。母子健康手帳・子
ども用歯ブラシ・コップ・
タオルをお持ちくださ
い。�
�
�
�
●問い合わせ�
　保健センター�
　（　327－8611）まで�

※１� ※１� ※１� ※２� ※１・４� ※５�※１・３・４�

※お子さんがみえるかたは、1年間保管しましょう。�
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実 施 保 育 所 �

対 象 児 童 �

利 用 期 間 �

�

利 用 時 間 �

牛牧第２保育所、南保育・教育センター�

市内に住所がある生後１０か月から小学校就学前のお子さん�

仕事・通院・治療・看護等の場合、週３日以内�

冠婚葬祭・引越し・出産・保護者の育児過負担解消の場合、月１４日以内�

月～金　８時３０分～１６時００分�

　土　　８時３０分～１２時００分�

：�

：�

：�

�

：�

申請免除・若年者納付猶予・学生納付特例申請にかかる所得基準の�
改定・新設のお知らせ平成17年４月申請分から実施�

国民年金保険料の納付が困難な人は申請を！�
17年度受付は４月１日から�

� �

４人世帯（夫婦・子２人）�

２人世帯（夫婦のみ）�

単身世帯�

平成17年度の基準�

１６２万円�

９２万円�

５７万円�

　市の各保育所では、通所しているお子さんの保育のほかに、保育所へ通所していな
いお子さんとその保護者のかたを対象とした事業も実施しています。�
�

�

�

�

＊詳しい内容については、各保育所へおたずねください。�　�

　本田第１保育所　　　３２６－３５５２　　　牛牧第２保育所　　　　　　３２７－１８６２�

　本田第２保育所　　　３２７－２００７　　　西保育・教育センター　　　３２８－２７３８�

　別府保育所　　　　　３２６－４７４７　　　中保育・教育センター　　　３２８－２３０１�

　穂積保育所　　　　　３２６－３０７１　　　南保育・教育センター　　　３２８－２６０２�

　牛牧第１保育所　　　３２６－３０６９�

�

�

�

　子育て支援センターでは、みんなで手を取り合って楽しく子育てができるよう願っています。その

きっかけづくりとして、下記のような事業を５月から行います。きっと保護者のかたにも、お子さん

にもすてきな出会いが待っていますよ。親子で遊びにきてみませんか。�

�

�

�

�

�

�

�

�

※対象　保育所未通所児とその保護者�

●問い合わせ　子育て支援センター（南保育・教育センター　　328－2602）まで�

�

�

�

　一時保育は、保護者のかたが仕事の都合や冠婚葬祭などにより、お子さんを家庭で保育できない場

合に保育所で一時的にお預かりする制度です。ただし、主催者が明らかな行事など（例：学校行事、

各種団体行事など）に参加する場合は対象外です。�

�

�

�

�

�

�

�

＊保育料及び申し込みなどは実施保育所へおたずねください。�

●問い合わせ　牛牧第２保育所（　327－1862）、南保育・教育センター（　328－2602）まで�

�

事業内容�

ち び っ こ 広 場 �

子 育 て 電 話 相 談 �

日　　　　時�

毎月第１水曜日　　９時３０分～１１時００分�

毎月第１水曜日　１３時００分～１５時００分�

備　　考�

６月から�

事業内容�

絵 本 貸 し 出 し �

子 育 て 相 談 �

お は な し 広 場 �

子 育 て �

セ ミ ナ ー �

支 援 室 開 放 �

日　　　　時�

毎週火曜日　　　１０時３０分～１１時３０分�

月曜日～金曜日　　９時００分～１５時００分�

毎月第３水曜日　１０時００分～１１時００分�

６月・９月・１２月�

第２水曜日　１０時００分～１１時３０分�

月曜日～金曜日　　９時００分～１５時００分�

備　　考�

�

事前に申込が必要�

�

�

�

事前に申込が必要�

子育て支援センター（南保育・教育センター内）�

一時保育�

●問い合わせ  岐阜北社会保険事務所（　294ー6363）または、市役所市民保険課（　327ー4113）まで�

�

学生の人や失業中で収入がない30歳未満の人は、毎年申請することで納付が猶予

される制度があります。�

�

○若年者納付猶予制度�

■対象者�

　30歳未満の若年者で就職が困難、失業中などの理由で所得が低い第１号被保険者（学生を除く）�

■制度内容�

　承認された期間は保険料の納付が10年間猶予され、年金受給資格期間（25年）に含まれます。�

■審査基準�

　本人および配偶者の所得が一定基準以下であること�

◆若年者納付猶予制度の対象となる所得の目安�

�

�

�

�

�

�

○学生納付特例制度�

■対象者�

　国民年金保険料の納付が困難な学生で、学生納付特例制度の対象学校の学生または生徒であること�

■特例内容�

　承認された期間は保険料の納付が10年間猶予され、年金受給資格期間（25年）に含まれます。�

■審査基準�

　学生本人の所得が一定基準以下であること�

◆受付開始�

（若年者納付猶予制度・学生納付特例制度とも）４月１日から�

※半額承認中で若年者猶予制度を利用したい人は４月１日から申請してください。全額・半額承

　認中で、このまま免除を希望する人は７月１日から受け付けします。�

◆受付場所・時間�

　市民保険課国民年金担当窓口（平日８時30分～17時15分）。�

◆持ち物�

　年金手帳などの基礎年金番号がわかるもの、学生証、印鑑�

�

国民年金保険料の納付が困難な人は申請を！�
17年度受付は４月１日から�

●国民年金�

※本人だけでなく、配偶者も基準

　に該当していることが必要です。�

※４人世帯、２人世帯は、夫か妻

　のどちらかのみに所得がある世

　帯の場合です。�



ま
ち
づ
く
り
提
案
箱
か
ら�

ま
ち
づ
く
り
提
案
箱
か
ら�

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
に
お
答
え
し
ま
す
。�
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住
宅
地
の
近
く
で
ゴ
ミ
を
燃
や
す
人

が
い
ま
す
。
洗
濯
も
の
が
臭
く
な
っ
た
り

し
て
と
て
も
困
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
か

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？�

�

▼
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
環
境
に
つ
い

て
の
ご
理
解
ご
協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
さ
て
、
ご
指
摘
の
「
ゴ
ミ
を
燃
や
す
」

こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
業
活
動
の
ゴ
ミ
や

一
般
の
生
活
ゴ
ミ
の
焼
却
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
例
外
は
、
家
庭
で
の

落
ち
葉
の
た
き
火
な
ど
）�

　
市
で
は
、
環
境
保
全
の
観
点
ば
か
り
で

な
く
、
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
最
低

限
の
モ
ラ
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

こ
の
広
報
紙
で
も
た
び
た
び
啓
発
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
な
か
な
か
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。�

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
が

不
可
欠
と
考
え
ま
す
。�

　
地
域
の
み
な
さ
ま
が
お
互
い
に
注
意
し

合
い
、
住
み
良
い
環
境
に
な
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
　
　（
健
康
環
境
課
）�

���

　
　
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ

イ
ク
ル
カ
ー
ド
の
粗
品
交
換
を
巣
南
庁

舎
で
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。�

�

▼
現
在
、
リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ド
の
粗
品

交
換
は
、
本
巣
縦
貫
道
を
挟
ん
で
市
役

所
に
隣
接
す
る
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
朝

9
時
か
ら
夜
9
時
（
土
日
、
祝
日
も
）

ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
遠
い
地
域
に
お

住
ま
い
の
か
た
に
と
っ
て
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
市

役
所
巣
南
庁
舎
で
も
粗
品
交
換
が
で
き

る
よ
う
に
検
討
中
で
す
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
環
境
課
）�

�

　
　
糸
貫
川
運
動
公
園
の
芝
生
の
場
所

に
小
さ
な
子
ど
も
が
遊
べ
る
遊
具
を
設

置
し
て
欲
し
い
。
本
田
の
あ
た
り
に
は

公
園
が
少
な
く
、
車
で
出
か
け
な
い
と

公
園
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
　�

�

▼
糸
貫
川
運
動
公
園
の
芝
生
の
場
所
に

つ
い
て
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

の
場
所
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
遊
具
の
設
置
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
田
地
区
の
公
園

整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、
地
元
自

治
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
遊
休
土
地
を

活
用
し
て
子
ど
も
や
高
齢
者
の
か
た
の

憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
な
整
備
を
2
か

所
で
行
っ
て
お
り
、
来
年
度
に
遊
具
の

設
置
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。�

　
公
園
整
備
は
、
遊
休
土
地
の
荒
廃
を

防
ぐ
ほ
か
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し

て
も
活
用
が
可
能
で
す
の
で
、
今
後
も

地
元
自
治
会
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
管
理
課
）�

�

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た�

「
ぐ
ー
ち
ょ
こ
ラ
ン
タ
ン
小
劇
場
」
、

と
て
も
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
に
な
る
と
う
れ
し
い
の
で
す

が
・
・
・
。�

�

▼
「
ぐ
ー
ち
ょ
こ
ラ
ン
タ
ン
小
劇
場
」

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
の
こ
と
で
、

担
当
と
し
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。�

　
さ
て
、
こ
の
催
し
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
視

聴
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
全
国
の
市
町

村
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
開
催
希
望
の
市
町
村
が
多
い
た

め
に
、
原
則
と
し
て
、
合
併
記
念
や
市

制
施
行
○
○
周
年
と
い
っ
た
特
別
な
場

合
に
の
み
調
整
の
上
で
開
催
し
て
い
ま

す
。�

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
瑞
穂
市
で
の�

「
恒
例
」
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
す
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
の
8
月
に
行

っ
た
柳
家
花
緑
の
落
語
講
演
（
じ
ゅ
げ

む
じ
ゅ
げ
む
）
の
よ
う
な
親
子
で
楽
し

め
る
内
容
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
（
生
涯
学
習
課
）�

�

　
「
ま
ち
づ
く
り
提
案
箱
」
は
市
役
所

の
穂
積
庁
舎
と
巣
南
庁
舎
の
そ
れ
ぞ
れ

の
玄
関
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｅ

メ
ー
ル
や
手
紙
な
ど
そ
の
他
の
方
法
で

も
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
秘
書
広
報
課�

　
（
　
３
２
７
│
４
１
３
０
）
ま
で�

1�

6：15�

6：18�

6：25�

6：43�

6：46�

6：48

停　留　所�

大野バスセンター�

黒野八幡町�

相羽東�

穂積北中学校前�

瑞穂市役所前�

穂積駅前�

2�

6：50�

6：53�

7：00�

7：18�

7：21�

7：23�

�

3�

7：20�

7：23�

7：30�

7：48�

7：51�

7：53

4�

8：20�

8：23�

8：30�

8：48�

8：51�

8：53

5�

9：15�

9：18�

9：25�

9：43�

9：46�

9：48

6�

10：55�

10：58�

11：05�

11：23�

11：26�

11：28

7�

12：55�

12：58�

13：05�

13：23�

13：26�

13：28

8�

14：55�

14：58�

15：05�

15：23�

15：26�

15：28

9�

16：40�

16：43�

16：50�

17：08�

17：11�

17：13

10�

17：40�

17：43�

17：50�

18：08�

18：11�

18：13

11�

17：55�

17：58�

18：05�

18：23�

18：26�

18：28

12�

18：10�

18：13�

18：20�

18：38�

18：41�

18：43

13�

18：25�

18：28�

18：35�

18：53�

18：56�

18：58

14�

19：00�

19：03�

19：10�

19：28�

19：31�

19：33

15�

20：00�

20：03�

20：10�

20：28�

20：31�

20：33

16�

21：20�

21：23�

21：30�

21：48�

21：51�

21：53

■大野穂積線（上り）……平日用（月曜日～金曜日）�

1�

7：24�

7：26�

7：29�

7：49�

7：56�

7：59

停　留　所�

みずほターミナル�

瑞穂市役所前�

穂積北中学校前�

相羽東�

黒野八幡町�

大野バスセンター�

2�

7：42�

7：44�

7：47�

8：07�

8：14�

8：17

3�

7：55�

7：57�

8：00�

8：20�

8：27�

8：30

4�

8：06�

8：08�

8：11�

8：31�

8：38�

8：41�

5�

8：13�

8：15�

8：18�

8：38�

8：45�

8：48

6�

8：45�

8：47�

8：50�

9：10�

9：17�

9：20

7�

9：59�

10：01�

10：04�

10：24�

10：31�

10：34

8�

11：49�

11：51�

11：54�

12：14�

12：21�

12：24

9�

13：49�

13：51�

13：54�

14：14�

14：21�

14：24

10�

15：49�

15：51�

15：54�

16：14�

16：21�

16：24

11�

18：05�

18：07�

18：10�

18：30�

18：37�

18：40

12�

19：11�

19：13�

19：16�

19：36�

19：43�

19：46

13�

20：10�

20：12�

20：15�

20：35�

20：42�

20：45

14�

21：04�

21：06�

21：09�

21：29�

21：36�

21：39

15�

22：04�

22：06�

22：09�

22：29�

22：36�

22：39

■大野穂積線（下り）……平日用（月曜日～金曜日）�

1�

7：25�

7：28�

7：35�

7：53�

7：56�

7：58

停　留　所�

大野バスセンター�

黒野八幡町�

相羽東�

穂積北中学校前�

瑞穂市役所前�

穂積駅前�

2�

9：15�

9：18�

9：25�

9：43�

9：46�

9：48

3�

10：50�

10：53�

11：00�

11：18�

11：21�

11：23

4�

12：25�

12：28�

12：35�

12：53�

12：56�

12：58

5�

14：05�

14：08�

14：15�

14：33�

14：36�

14：38

6�

16：00�

16：03�

16：10�

16：28�

16：31�

16：33

7�

17：40�

17：43�

17：50�

18：08�

18：11�

18：13

8�

19：25�

19：28�

19：35�

19：53�

19：56�

19：58

9�

21：20�

21：23�

21：30�

21：48�

21：51�

21：53

■大野穂積線（上り）……土・日・祝日用�

1�

8：13�

8：15�

8：18�

8：38�

8：45�

8：48

停　留　所�

みずほターミナル�

瑞穂市役所前�

穂積北中学校前�

相羽東�

黒野八幡町�

大野バスセンター�

2�

10：04�

10：06�

10：09�

10：29�

10：36�

10：39

3�

11：34�

11：36�

11：39�

11：59�

12：06�

12：09

4�

13：19�

13：21�

13：24�

13：44�

13：51�

13：54�

5�

15：05�

15：07�

15：10�

15：30�

15：37�

15：40

6�

16：49�

16：51�

16：54�

17：14�

17：21�

17：24

7�

18：39�

18：41�

18：44�

19：04�

19：11�

19：14

8�

20：10�

20：12�

20：15�

20：35�

20：42�

20：45

9�

22：04�

22：06�

22：09�

22：29�

22：36�

22：39

■大野穂積線（下り）……土・日・祝日用�

　
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
と
大
野
町
の
間

を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
、
運
行
主
体
の
岐
阜
バ
ス
（
岐

阜
乗
合
自
動
車
㈱
）
か
ら
時
刻
表
や
料
金
表
が
届
き
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
こ
の
「
大
野
穂
積
線
」
は
、
名

鉄
揖
斐
線
の
廃
止
に
よ
っ
て
新
設

さ
れ
た
も
の
で
、
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
と

大
野
町
役
場
西
の
大
野
バ
ス
セ
ン

タ
ー
ま
で
を
約
35
分
で
結
び
ま
す
。�

　
瑞
穂
市
内
の
停
留
所
は
、
総
合

セ
ン
タ
ー
北
東
の
「
み
ず
ほ
タ
ー

ミ
ナ
ル
」
、
「
瑞
穂
市
役
所
前
」
、

「
穂
積
北
中
学
校
前
」
の
３
か
所

で
、
「
穂
積
北
中
学
校
前
」
か
ら

大
野
町
の
「
相
羽
東
」
ま
で
は
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
運
行
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
路
線
は
、
本
巣
縦

貫
道
、
国
道
３
０
３
号
線
を
通
る

た
め
、
市
役
所
巣
南
庁
舎
や
本
巣

市
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
は
通

り
ま
せ
ん
。�

　
各
区
間
の
料
金
は
、
下
記
の
料

金
表
の
と
お
り
で
す
。�

　
な
お
、
広
報
み
ず
ほ
３
月
号
で

み
ず
ほ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
乗
車
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

朝
日
大
学
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い

て
の
み
、
朝
日
大
学
病
院
へ
通
院

さ
れ
る
か
た
の
ご
利
用
と
駅
前
渋

滞
緩
和
を
考
え
、
現
在
の
穂
積
駅

前
停
留
所
の
南
向
い
側
（
現
在
の

バ
ス
待
機
所
）
に
移
し
、
乗
降
場

と
す
る
こ
と
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

　
ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
岐
阜
バ
ス
定
期
バ
ス
案
内
所�

　（
　
2
6
6
ー
8
8
2
2（
代
））ま
た
は
、�

　
総
務
課�

　（
　
３
２
７
ー
４
１
１
１
）ま
た
は
、�

　
政
策
推
進
課�

　（
　
３
２
７
ー
４
１
２
８
）ま
で�

460460440

250200

160

大 野 �
バスセンター�

黒 野 �
八幡町�

相羽東�

穂 積 北 �
中学校前�

460460460160
瑞 穂 �
市役所前�

460460460160160

根
尾
川
�

本
巣
縦
貫
道
�

国道303号線�

ＪＲ
東海
道線
�

大野�
バスセンター�

黒野八幡町�

相羽東�

穂積北中学校前�

瑞穂市役所前�

みずほ�
ターミナル�

穂積駅前（上り）�
みずほターミナル（下り）�
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利
用
権
設
定
で
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を

利
用
権
設
定
で
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を�

問い合わせ　福祉生活課（　327―4111）まで�

　障害者のかたは支援費制度による福祉サービスのご利用ができます。�

　〈利用できるかた〉�

・身体障害者（身体障害者手帳の交付を受けているかた。介護保険制度から同一のサービスを受け

ている場合は利用できないかたがあります。）�

・知的障害者（療育手帳の交付を受けているかた。療育手帳がなくても利用できる場合があります。）�

・障害児（身体に障害がある児童、知的障害のある児童）�

�

　〈利用できるサービス〉�

○施設サービス（施設訓練等支援）�

①更生施設…障害者のかたが入（通）所し、更生に必要な訓練や支援のサービスが受けられるとこ

ろです。�

②療護施設…重度身体障害のために常時介護を必要とするかたが入（通）所し、治療や養護が受け

られるところです。�

③授産施設…雇用されることが困難な障害者のかたが入（通）所して、自活を目的とした訓練が受

けられるところです。�

④知的障害者通勤寮…就労している知的障害者のかたが入寮し、独立・自活のために金銭管理や健

康管理等の支援が受けられるところです。�

�

○居宅サービス（居宅生活支援）�

①居宅介護（ホームヘルプサービス）…ホームヘルパーによる入浴・排泄等の介護、調理・洗濯等

の家事、外出等の移動介護、通院の乗降介護などが受けられるサービスです。�

②デイサービス…デイサービスセンター等で機能訓練や創作活動、レクリエーション等が受けられ

るサービスです。�

③短期入所（ショートスティ）…介護を行うかたの病気や休息など、一時的に介護ができない場合

に、施設等に短期間入所ができます。�

④知的障害者地域生活援助（グループホーム）…地域の中の住宅で、数人の知的障害者のかたが共

同で生活し、世話人による食事や金銭管理等の支援が受けられます。�

�

●居宅受給者証の更新手続きについて�

　支援費制度を利用され、居宅支給決定期間が終了するかたで、引き続きサービスを希望されるか

たは、更新の手続きが必要となります。�

　なお、居宅受給者証の支給決定期間は１年間となっております。（手続きは２か月前からできま

す。）�

�

春の全国交通安全運動�春の全国交通安全運動�
利
用
権
設
定
で
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を

利
用
権
設
定
で
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を�

利
用
権
設
定
で
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を�

�

手
続
き
は
簡
単
で
す
。�

�

　
こ
の
手
続
き
は
、
貸
し
手
と

借
り
手
が
そ
の
農
地
に
つ
い
て
、

契
約
期
間
や
賃
貸
借
料
な
ど
の

条
件
を
話
し
合
い
、
契
約
書
に

必
要
な
こ
と
を
記
入
し
て
い
た

だ
く
だ
け
で
す
。�

　
ま
た
、
終
了
期
日
が
近
づ
く

と
、
貸
し
手
と
借
り
手
の
双
方

に
、
農
業
委
員
会
か
ら
期
間
終

了
の
通
知
を
行
い
ま
す
の
で
、

貸
し
借
り
を
更
新
す
る
か
、
終

了
す
る
か
、
そ
の
つ
ど
決
定
で

き
ま
す
。�
��

�

農
地
の
相
談
は
地
元
の
農
業
委
員
へ�

�

　
農
地
を
借
り
る
人
は
、
農
作
業

を
効
率
よ
く
進
め
る
た
め
に
、
一

箇
所
に
農
地
を
集
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
貸
し
手
と
借
り
手
の

橋
渡
し
役
を
つ
と
め
、
農
家
の
経

営
拡
大
を
手
助
け
す
る
の
が
各
地

区
の
農
業
委
員
で
す
。�

　
農
地
の
貸
借
の
希
望
が
あ
る
場

合
や
、
貸
借
の
話
が
ま
と
ま
っ
た

と
き
は
、
地
元
の
農
業
委
員
か
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。�

��

　
今
ま
で
、
農
地
は
い
っ
た
ん
貸
す
と
な
か
な
か
返
っ
て
こ
な
い
と

か
、
手
続
き
が
面
倒
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
利
用
権
設
定
は
、
約
束
の
期
日
が
く
れ
ば
、
離
作
料
な

し
で
必
ず
農
地
が
返
っ
て
く
る
農
地
の
賃
貸
借
シ
ス
テ
ム
で
す
。
借

り
手
に
も
そ
の
間
の
耕
作
権
が
保
証
さ
れ
、
農
業
経
営
の
規
模
拡
大

に
も
役
立
ち
ま
す
。
農
地
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。�

　
た
だ
し
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地
に
つ
い
て
は
利
用
権
設
定
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
農
地
法
第
三
条
に
よ
る
貸
借
と
な
り
ま
す
。�

利
用
権
設
定
で
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を�

�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
農
業
委
員
会
事
務
局�

　
　
　
　
　
　（
産
業
経
済
課
内
　
　
3
2
8
―
7
2
0
2
）ま
で�

　
４
月
は
、
新
学
期
が
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
幼
児
や
児
童

生
徒
の
行
動
が
活
発
に
な
る

と
と
も
に
、
春
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
や
就
職
等
に
よ
り
交
通

量
が
増
え
る
た
め
、
交
通
事

故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

づ
け
、
交
通
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
�

�▼
ド
ラ
イ
バ
ー
の
か
た

は
…
�

・
狭
い
道
や
裏
通
り
な
ど
の

生
活
道
路
、
学
校
や
公
園
、

病
院
の
近
く
で
は
、
子
ど

も
の
飛
び
出
し
や
高
齢
者

の
歩
行
者
・
自
転
車
・
電

動
車
い
す
利
用
者
に
特
に

注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ

う
。
�

・
高
齢
運
転
者
は
、
適
性
診

断
や
講
習
を
受
け
、
自
分

の
適
応
能
力
に
応
じ
た
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
�

��

▼
家
庭
・
地
域
で
は
…
�

・
通
学
路
を
中
心
に
街
頭
指

導
を
強
化
し
、
登
下
校
時

に
お
け
る
子
ど
も
の
交
通

安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
�

・
夜
間
の
外
出
に
は
、
明
る

い
服
装
で
反
射
材
を
着
用

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
�

・
高
齢
の
か
た
は
、
地
域
で

の
交
通
安
全
教
室
に
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
�

�▼
職
場
等
で
は
…
�

・
朝
礼
・
点
呼
時
に
、
子
ど

も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

ら
、
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
を
す
る
よ
う
呼
び
か
け

ま
し
ょ
う
。
�

・
時
間
に
余
裕
を
持
ち
、
ゆ

と
り
の
あ
る
運
転
が
で
き

る
よ
う
車
両
の
運
行
管
理

体
制
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
�

� 
確
か
め
よ
う

　
歩
行
者
�

　
ス
ピ
ー
ド
�

　
車
間
距
離
�

�

▼
ラ
イ
ダ
ー
の
み
な
さ

　
ん
へ
�

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

高
速
自
動
車
国
道
や
自
動
車

専
用
道
路
で
自
動
二
輪
車

（
１
２
５
㏄
超
）
の
二
人
乗

り
運
転
が
で
き
ま
す
。
�

　
た
だ
し
、
年
齢
20
歳
未
満

の
か
た
、
大
型
二
輪
免
許
ま

た
は
普
通
二
輪
免
許
を
受
け

た
期
間
が
３
年
未
満
の
か
た

は
二
人
乗
り
運
転
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
東
京
都
内
の

首
都
高
速
道
路
で
は
、
二
人

乗
り
運
転
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
区
間
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
自
動
二
輪
車
の
二
人
乗
り

運
転
を
す
る
場
合
は
、
同
乗

者
へ
配
慮
し
た
慎
重
な
運
転

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
�

〜
ス
リ
ル
よ
り
　

　
マ
ナ
ー
で
示
せ

　
　
　
君
の
腕
〜
�

�▼
問
い
合
わ
せ�

　
総
務
課�

　（
　
３
２
７
―
４
１
１
１
）ま
で�

4
月
6
日
〜
�

　
　
4
月
15
日
�
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瑞穂市体育指導委員�
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1

2
3

4
5

67

8

9

10

11

全身リラックス�

手首の運動�
肩と腕�

太ももの後ろ側�

その場で歩きましょう！�

両手を前に出し、
手首を上下に動か
しましょう！�

手首を回しましょう。�

両手を前に出し、交差させて手

のひらを合わせます。�

その手を前に伸ばしましょう。�

反対も同じように行いましょう。�

アキレス腱�

首�

右足を大きく一歩前に出し、

両手を右膝に置き、体重を

右足にかけましょう。�

左足も行いましょう。�

深呼吸�

ゆっくり、大き�

く行いましょう�

右足を左足に交差させ体を

前に曲げましょう。�

足を組替え反対も行いまし

ょう。�

太ももの後ろ側�

両足を肩幅より大きく開いて立ち、つま先を外側に向けましょう。�

両手は膝の上におきゆっくり腰を落とします。�

そのまま右手で右膝を内側から外へ出すようにしながら右肩を沈め

ていきましょう。�

左側も同じように行いましょう。�

背中と腰�
両手を前に出し、その

ままゆっくりと左に回

しましょう。�

右にも同じように回し

ましょう。�

胸�

両手を後ろで組んで胸を張り、

組んだ手をゆっくり上にあげま

しょう。�

あごをひき、ゆっくり左右に回しましょう。�

体側�
足を肩幅に開き、両手を上に伸

ばして右の手首を持ち、左に倒

しましょう。�

元に戻し、手を持ち替えて右に

も倒しましょう。�

　瑞穂市体育指導委員では、新市になったことにとも

ない、瑞穂市のストレッチ体操を作成しました。この

体操は、全体で５分弱という短い時間のストレッチ体

操ですが、皆さまの健康増進や運動前の準備体操、運

動後の整理体操などに利用していただけたらと思って

います。�

みずほ体操テープの貸し出し�

　市民センター、巣南公民館にて無料でテープの貸し出

しを行っています。（ほづみ体操のテープの貸し出しは

終了させていただきます。）�

�

みずほ体操パンフレット完成�

　みずほ体操のパンフレットも完成しました。生涯学習

課、市民センター、巣南公民館にて無料で配布させてい

ただきます。�

�

●問い合わせ　生涯学習課（　３２８－７２０７）まで�

リズムよく�

手をつけて�

前には倒さ�

ないでね�

肘は曲げ�

ないでね�

ゆっくり�

体をおこし�

ましょう�

後ろの足が�

曲がらない�

ようにね�

ゆっくり�

体をおこし�

ましょう�

足は�

止めてね�

かかとは�

浮かせ�

ないでね�

外回し・�

内回し�



情報の
�

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�

　３２７－４１１１（代表）�
soumu@mizuho-city.jp�
　３２７－４１１２�
zeimu@mizuho-city.jp�
　３２７－４１３１�
zaisei@mizuho-city.jp�
�
�
　３２７－４１２８�
seisakusu@mizuho-city.jp�
　３２７－４１３０�
hisyokou@mizuho-city.jp�
　３２７－４１３０�
gyosui@mizuho-city.jp�
�
　３２７－４１１３�
siminho@mizuho-city.jp�
　３２７－４１２３�
hukusise@mizuho-city.jp�
　３２７－４１２６�
jidoukou@mizuho-city.jp�
　３２７－４１２７�
kenkoukan@mizuho-city.jp�
�
　３２７－４１２１�
gikai@mizuho-city.jp�
�
　３２７－４１２２�
kaikei@mizuho-city.jp�
�
�
�

総 務 課 �

税 務 課 �

財 政 課 �

政 策 推 進 課 �

秘 書 広 報 課 �

行 政 推 進 �
調査研究チーム�

市 民 保 険 課 �

福 祉 生 活 課 �

児童高齢福祉課�

健 康 環 境 課 �

議 会 事 務 局 �

会 計 課 �

　３２８－２２１１�
siminma@mizuho-city.jp�
�
　３２８－７２００�
tosikai@mizuho-city.jp�
　３２８－７２０１�
tosikan@mizuho-city.jp�
　３２８－７２０２�
sangyouke@mizuho-city.jp�
�
　３２８－７２０４�
jyousui@mizuho-city.jp�
　３２８－７２０３�
gesui@mizuho-city.jp�
�
 　３２８－７２０５�
kyouikusou@mizuho-city.jp�
　３２８－７２０６�
gatukou@mizuho-city.jp�
　３２８－７２０７�
syougai@mizuho-city.jp

市 民 窓 口 課 �

都 市 開 発 課 �

都 市 管 理 課 �

産 業 経 済 課 �

水 道 事 務 課 �

水 道 施 設 課 �

教 育 総 務 課 �

学 校 教 育 課 �

生 涯 学 習 課 �

●お問い合わせは直接どうぞ●�

ま
ち
の
歳
時
記�

市文化協会から�

●問い合わせ　穂積町商工会　（　３２７ー６６１１）まで�

狂犬病予防注射日程表�狂犬病予防注射日程表�狂犬病予防注射日程表�

日　　時� 実　施　会　場�

5月10日（火）�
�
�

5月11日（水）�
�
�

5月12日（木）�
�
�

5月13日（金）�
�

5月17日（火）�
�

10:00～10:40�
11:00～12:00�
13:00～14:00�
10:00～11:00�
11:20～12:00�
13:00～14:00�
10:30～11:50�
13:00～13:50�
14:10～15:00�
10:00～10:50�
11:10～12:00�
13:00～14:00�
10:00～12:30�

�

呂久ごみ集積場�
南ふれあい広場�
中小学校プール駐車場�
西ふれあい広場�
居倉公民館�
市役所巣南庁舎�
牛牧団地公民館�
牛牧第二保育所駐車場�
牛牧北部防災コミュニティセンター�
生津小学校前�
本田団地公民館�
ＪＡ本田支店前�
市役所穂積庁舎�

平成17年度�

�●狂犬病予防注射�
　狂犬病の予防注射を年1回受けてください。予防注射後には注射済票
　の交付を受け、それを犬につけておくことが義務づけられています。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
・新規登録手数料　　3,000円/頭�
・注射済登録手数料　　550円/頭�
・注射料金　　　　　2,520円/頭�

●問い合わせ　健康環境課（　327－4127）まで�

吹きガラス・フュ―ジング教室受講生募集� 　穂積町商工会では、地域に根ざし住民とのふれあいを大切にしながら、活力あるまちづくりを目指し地域活性化を図る

ため、毎年「牛牧朝市」を開催しています。�

　「牛牧朝市」は開催して５年目を迎え、地域住民のコミュニティの場としてすっかり定着しました。�

　今年も４月から12月までの第２日曜日に開催します。�

　ご家族おそろいで、またご近所お誘いあわせのうえ「牛牧朝市」で楽しいひと時を過してみませんか？�

�

●期　　日　４月10日（日）８時～11時（1時間延長しました）�

●場　　所　牛牧北部防災コミュニティセンター�

●取扱品目　野菜、果物、焼きそば・お好み焼き、みたらしだんご、赤飯、豚汁、�

　　　　　　手作り皮製品、アパレル製品、季節の花、盆栽、ファンシーグッズ等�
　�
　バザーフリーマーケットの出店者募集中�

　年間登録料１０００円で出店できます。（出店料は不要）�
　あなたも「牛牧朝市」に出店してみませんか？�

４月10日牛牧朝市開催�

����

楽
し
く
子
育
て
し
よ
う�

　
子
育
て
に
対
す
る
不
安
、
育
児

で
の
イ
ラ
イ
ラ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
周
り
に
「
虐
待
等
を
受
け
た

と
思
わ
れ
る
児
童
」
が
い
た
り
、

困
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
�

　
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
気
楽
に

児
童
高
齢
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が
対
応

し
ま
す
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
児
童
高
齢
福
祉
課
�

　（
　
3
2
7
―
4
１
2
6
）ま
で
�

�

�

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓

練
給
付
事
業
の
お
知
ら
せ�

　
市
で
は
4
月
よ
り
、
母
子
家
庭

の
母
が
就
業
す
る
の
に
必
要
な
能

力
を
取
得
す
る
目
的
で
、
都
道
府

県
知
事
等
が
指
定
す
る
教
育
訓
練

講
座
を
受
講
し
た
場
合
、
そ
の
受

講
料
の
一
部
を
支
給
す
る
事
業
を

始
め
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
講
座
受
講
前
に
児

童
高
齢
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
児
童
高
齢
福
祉
課
�

　（
　
3
2
7
―
4
１
2
6
）ま
で
�

�

�

桜
ま
つ
り�

　
よ
さ
こ
い
踊
り
や
ビ
ン
ゴ
な
ど

催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
�

▼
日
時
　
�

　
4
月
10
日
（
日
）
　
�

　
9
時
〜
16
時
�

▼
場
所
　
�

　
犀
川
左
岸
美
江
寺
堤
防（
美
江
寺
）�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
巣
南
町
商
工
会
�

　（
　
3
2
8
―
4
3
9
9
）ま
で
�

��

図
書
館
楽
修
館
か
ら�

◎
映
画
鑑
賞
会
　
入
場
無
料
�

▼
日
時
�

　
4
月
16
日
（
土
）
14
時
〜
�

▼
場
所
　
学
習
室
�

▼
上
映
作
品
�

　
「
若
草
物
語
」
�

　
（
１
9
7
0
年
　
イ
ギ
リ
ス
）
�

　
監
督
　
パ
デ
ィ
・
ラ
ッ
セ
ル
�

　
出
演
　
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ダ
ウ
ン
�

　
　
　
　
ジ
ョ
ー
・
ロ
ウ
ボ
ト
ム
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
�

�◎
お
は
な
し
の
会
　
入
場
無
料
�

▼
日
時
�

・
毎
週
土
曜
日
14
時
〜
１
時
間
程
度
�

・
未
就
園
児
対
象
は
、
4
月
12
日

（
火
）
、
26
日
（
火
）
10
時
30

分
〜
１
時
間
程
度
�

▼
場
所
　
お
は
な
し
室
�

�◎
「
声
を
出
し
て
本
を
一
緒
に
読
�

 
み
ま
し
ょ
う
！
」
（
脳
の
活
性

　
化
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
）
�

▼
日
時
�

　
4
月
26
日
（
火
）
10
時
〜
12
時
 

ま
で
�

▼
場
所
　
　
学
習
室
�

▼
参
加
費
　
無
料
�

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
�

�▼
問
い
合
わ
せ
�

　
図
書
館
楽
修
館
�

 （
 
3
2
6
―
2
3
0
0
�

 
 
 
 
　
10
時
〜
18
時
）
ま
で
�

　
休
館
日
は
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を

　
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
�

�

�

図
書
館
分
館
か
ら�

◎
本
と
あ
そ
ぼ
う
�

　「
お
は
な
し
隊
」が
や
っ
て
く
る

　
入
場
無
料
�

　
楽
し
い
お
話
を
た
く
さ
ん
の
せ

た
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
分
館
に
き

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
�

▼
日
時
�

　
4
月
10
日
（
日
）
10
時
〜
11
時

10
分
�

▼
場
所
�

　
西
部
複
合
セ
ン
タ
ー
玄
関
横
�

▼
内
容
�

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
見
学
、
お
は

な
し
会
�

�◎
こ
ど
も
え
い
が
会
　
入
場
無
料
�

▼
日
時
�

　
4
月
17
日
（
日
）
14
時
〜
　
�

▼
場
所
　
学
習
室
�

▼
上
映
作
品
�

　
ア
ニ
メ
映
画
�

　
「
か
ぐ
や
ひ
め
」
、
�

　
「
は
な
さ
か
じ
い
さ
ん
」
、
�

　
「
つ
る
の
お
ん
が
え
し
」
�

�◎
お
は
な
し
の
会
　
入
場
無
料
�

▼
日
時
�

・
4
月
2
日
（
土
）
、16
日
（
土
）

の
14
時
〜
１
時
間
程
度
�

・
未
就
園
児
対
象
は
、
4
月
15
日

（
金
）
、
22
日
（
金
）
の
10
時

30
分
〜
１
時
間
程
度
�

▼
場
所
　
お
は
な
し
室
�

���

�����������▼
問
い
合
わ
せ
�

　
図
書
館
分
館
�

　（
　
3
2
8
―
7
0
7
0
�

　
　
　
　
　
10
時
〜
18
時
）
ま
で
�

　
休
館
日
は
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を

　
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
�

������������「
家
庭
の
日
」
啓
発
標
語�

多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
�

　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
�

　
県
で
は
、
毎
月
第
3
日
曜
日
を

「
家
庭
の
日
」
と
定
め
、
心
豊
か

で
明
る
く
、
自
立
し
た
青
少
年
を ▲おはなし会のようす＝図書館分館にて�

巣 　 南 　 庁 　 舎 �

穂 　 積 　 庁 　 舎 �

広報� 広報�27 2005.4　� 2005.4 26

9,458人�
4,330人�
13,173冊�

瑞穂市図書館�
DATA BANK
2月分（2月28日現在）�

● 来館者数 �
● 貸出人数 �
● 貸出冊数�

楽修館�

● 来館者数�
● 貸出人数 �
● 貸出冊数�
● 登録者数�

分館�

（両館合わせての累計）�

3,118人�
1,757人�
5,412冊�
19,925人�



広報�

ま
ち
の
歳
時
記�

市文化協会から�

トレーニングルーム・歩行用温水プール講習の日時�

　トレーニングルーム・歩行用温水プールを利用したいかたは、事前に講習を
受けてください。�
　なお、歩行用温水プールの利用を希望されるかたは、講習前でも、講習受
講を前提に利用できます。�
�●日　時�
�
�
�
�
�
�
�
●対　象　高校生以上（歩行用プールは、中学生以上）�
●定　員　各10名�
●受講料　無料�
●服装・持ち物　トレーニングウェア・室内用シューズ�
●その他　お子さま連れでの受講はご遠慮ください。�
�

日� 時　　間�

5
月�

�

 7日（土）�
13日（金）�
17日（火）�
26日（木）�

18：45～21：00�
9：45～12：00�
18：45～21：00�
9：45～12：00

（　329-1511）まで�
牛牧北部防災コミュニティセンター�

（　329-0147）まで�

牛牧北部防災コミュニティセンター�

●対　　象　市内に在住の未就園児とその保護者�
●申し込み　４月２日（土）～14日（木）までに、牛牧北部防災
　　　　　　コミュニティセンター窓口にて本人が直接申し
　　　　　　込みをしてください。�

●内　容　　「おしゃれなこいのぼりハット」�
　　　　　　色画用紙にシールを貼ったりスタンプ
　　　　　　を押したりして、こいのぼりの帽子を作
　　　　　　りましょう。�

４月26日（火）�

日�

４月27日（水）�

10：00～11：30

時　間�

10：00～11：30

なかよしルーム�

場　所�

なかよしルーム�

5
　
月�

�

日�

10日（火）�

14日（土）�

19日（木）�

27日（金）�

19時～�

19時～�

10時～�

19時～�

時　　間�

●日　　時　�
�
�
�
�
�
●場　　所　市民センターサーキットトレーニング室�
●定　　員　各10名�
●利用料金　1回100円�

●申し込み・問い合わせ�
　　　　　市民センター（　327─8448）まで

�

入場無料�

●場　　　所　総合センター 1階アトリウム�

●問い合わせ　生涯学習課（　328-7207）まで�
　�

～古賀メロディーの神髄を�
　　　　　　愛弟子岩田時彦のギターで～�

●日　時　4月15日（金）12：30～�

●出演者　岩田 時彦�

　　　　　讃助出演�

　　　　　中日文化センターギター同好会�

●曲　目　湯の町エレジー、影を慕いて�

　　　　　かえり船、悲しい酒　　他�

狂犬病予防注射日程表�狂犬病予防注射日程表�

吹きガラス・フュ―ジング教室受講生募集�

▲表彰式のようす＝総合センターにて�

育
む
、
開
か
れ
た
家
庭
づ
く
り
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
�

　
こ
の
度
、
１
月
の
強
調
月
間
の

取
り
組
み
と
し
て
市
青
少
年
育
成

市
民
会
議
で
は
、
「
家
庭
の
日
」

啓
発
標
語
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

期
間
中
に
児
童
生
徒
・
市
民
の
み

な
さ
ん
よ
り
6
6
5
点
も
の
多
数

の
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
�

　
ど
の
作
品
も
、
家
庭
の
日
を
大

切
に
し
、
仲
良
く
明
る
い
家
庭
づ

く
り
へ
の
願
い
と
意
欲
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
多
数
の
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�

　
会
長
賞
に
選
ば
れ
た
か
た
た
ち

の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
�

○
お
し
ゃ
べ
り
い
っ
ぱ
い
�

　
　
笑
顔
も
は
ず
む
家
庭
の
日
�

　
　
　
西
小
１
年
　
小
倉
琢
久
弥
�

○
話
そ
う
よ
�

　
悩
み
も
笑
い
も
分
け
あ
っ
て
�

　
　
　
牛
牧
小
4
年
　
竹
岡
綾
子
�

○
団
欒
は
家
族
の
絆
を
結
ぶ
も
の
�

　
　
　
　
穂
中
１
年
　
中
村
　
愛
�

○
僕
も
私
も
何
で
も
話
そ
う
�

　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
家
庭
�

　
　
　
　
只
越
在
住
　
堀
　
昌
美
�

�　
3
月
20
日
に
行
わ
れ
た
市
民
会

議
総
会
に
お
い
て
各
賞
の
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。
�

　
こ
れ
か
ら
も
家
庭
・
学
校
・
地

域
が
一
体
と
な
り
、
温
か
い
家
庭

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
課
）
�

�������������人
口
動
態
職
業
・
産
業
調

査
に
ご
協
力
を
�

　
厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動

態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
・

死
亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の

各
届
書
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡

の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す

が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に

は
、
届
書
に
職
業
の
記
入
も
お
願

い
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
死
亡
届
に
は
、
あ
わ
せ
て

産
業
の
記
入
も
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
�

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福

祉
の
向
上
の
た
め
の
統
計
資
料
と

し
て
活
用
い
た
し
ま
す
。
�

　
本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
届
出
を
出
さ
れ
る
か

た
が
た
に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

▼
調
査
期
間
�

　
平
成
17
年
4
月
１
日
〜
平
成
18

年
3
月
31
日
ま
で
の
一
年
間
�

▼
調
査
対
象
者
�

　
出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・

婚
姻
届
及
び
離
婚
届
の
届
出
を

さ
れ
る
か
た
が
た
�

▼
調
査
方
法
�

　
各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き

に
、
そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
例
え
ば
、

「
教
員
」
、「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」

の
か
た
は
専
門
・
技
術
職
、
「
一

般
事
務
員
」
、「
集
金
人
」
の
か

た
は
事
務
職
、
「
飲
食
店
主
」
、

「
小
売
店
主
」
、「
外
交
員
」
の

か
た
は
販
売
職
、
「
美
容
師
」、

「
調
理
師
」
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
」
の
か
た
は
サ
ー
ビ
ス
職
と

い
う
よ
う
に
書
い
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。
�

　
ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
農
業
、

建
設
業
、
不
動
産
業
と
い
っ
た

産
業
も
あ
わ
せ
て
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
�

　
届
出
を
す
る
窓
口
で
「
出
生
届

・
死
亡
届
・
死
産
届
・
婚
姻
届
・

離
婚
届
を
さ
れ
る
か
た
に
お
願
い

（
職
業
・
産
業
例
示
表
）
」
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
参
考
の
上
、

記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
窓
口

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
�

�▼
問
い
合
わ
せ
�

　
市
民
保
険
課
�

　（
　
3
2
7
―
4
１
１
3
）ま
で
�

�

�

戦
没
者
等
の
妻
及
び�

　
　
父
母
等
の
皆
さ
ま
へ�

　
次
の
か
た
に
特
別
給
付
金
が
継

続
支
給
さ
れ
ま
す
。
�

○
特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終

え
た
戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母

等
に
、
改
め
て
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
�

○
第
17
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等

の
妻
に
、
額
面
2
0
0
万
円
の

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
�

○
第
19
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等

の
父
母
等
に
、
額
面
１
0
0
万

円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
�

▼
請
求
期
限
�

　
平
成
18
年
3
月
31
日
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
福
祉
生
活
課
�

　（
　
3
2
7
―
4
１
2
3
）ま
で
�

��岐
阜
検
察
審
査
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
�

　
交
通
事
故
や
詐
欺
、
脅
し
な
ど

の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
「
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
」
と

い
っ
た
不
満
を
お
持
ち
の
か
た
は
、

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
や
申
し
立
て
の
費
用
は
い
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。
�

　
検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
『
く

じ
』
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員

が
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な

か
っ
た
こ
と
の
よ
し
あ
し
を
審
査

し
ま
す
。
　
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
岐
阜
市
美
江
寺
町
2
―
4
―
１

　
岐
阜
地
方
裁
判
所
内
�

　
検
察
審
査
会
事
務
局
�

　（
　
2
6
2
―
5
１
2
１
）ま
で
�

��土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お

よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
�

　
平
成
17
年
度
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
の
日
時
お
よ
び
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。
�

▼
日
時
�

　
4
月
１
日（
金
）〜
5
月
2
日（
月
）�

 （
土
日
祝
日
を
除
く
）
�

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
�

▼
場
所
�

・
市
役
所
穂
積
庁
舎
税
務
課
�

　
（
　
3
2
7
―
4
１
１
2
）
�

・
市
役
所
巣
南
庁
舎
市
民
窓
口
課
�

　
（
　
3
2
8
―
2
2
１
１
）
�

��

��

�

市
営
住
宅（
美
江
寺
住
宅
）�

▼
募
集
戸
数
　
１
戸
�

▼
所
在
地
�

　
瑞
穂
市
美
江
寺
2
１
0
番
地
�

（
市
立
中
小
学
校
南
徒
歩
3
分
）
�

▼
構
造
�

　
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
�

　
3
階
建
�

▼
間
取
り
　
3
Ｄ
Ｋ
�

▼
入
居
資
格
�

①
原
則
と
し
て
、
同
居
親
族
が
あ

る
こ
と
。
�

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
者
。
�

③
所
得
制
限
あ
り
。
�

　
一
般
世
帯
に
あ
っ
て
は
、
１
か

月
の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。
�

◎
所
得
制
限
の
例
示
�

・
例
１
�

　
家
族
で
扶
養
者
が
い
な
い
場
合
、

世
帯
の
１
年
間
の
給
与
等
収
入

合
計
額
が
3
6
7
万
5
千
円
以

下
で
あ
る
こ
と
。
�

・
例
2
�

　
家
族
4
人
で
妻
、
子
ど
も
2
人

を
扶
養
し
て
い
る
場
合
、
世
帯

の
１
年
間
の
給
与
等
収
入
合
計

額
が
5
１
0
万
3
千
円
以
下
で

あ
る
こ
と
。
�

▼
家
賃
�

　
所
得
に
応
じ
て
金
額
が
異
な
り

ま
す
。
�

ら
ん�

ぼ
し
ゅ
う�

ぼ
し
ゅ
う�
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　うすずみ温泉の利用がより便利になりました。�

　瑞穂市に住んでいるかたは、大人500円、子供（3歳以上11歳以下）300円にて入浴が可能と

なりました。タオルが必要なかたは、160円にて販売しています。�

入浴券を購入する際は、必ず身分の証明できるもの（免許証など）を各自、温泉館フロントへ提

示ください。�

※市民センターでの入浴券の販売を中止しましたので、直接うすずみ温泉へお出かけください。�

●問い合わせ　うすずみ温泉 四季彩館（　 0581－38－3678）まで�

ゆとりと快適な
空間の中で…�

ま
ち
の
歳
時
記�

市文化協会から�

狂犬病予防注射日程表�狂犬病予防注射日程表�瑞穂市公民館主催事業�

●受 講 場 所 　瑞穂市美来の森内　ガラス工房�
●持ち物（服装）　長袖・長ズボン・くつ・汗拭きタオル・水分補給できる物（お茶等）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　（フュ―ジング教室は特に持ち物は要りません。）�
●申し込み・問い合わせ　生涯学習課（　328─720 7）まで�

吹きガラス・フュ―ジング教室受講生募集�吹きガラス・フュ―ジング教室受講生募集�吹きガラス・フュ―ジング教室受講生募集�
　瑞穂市十九条美来の森にありますガラス工房では、一般家庭から出される空きビンや建築廃材の板ガラスの端材を利
用して、誰でも簡単にガラス工芸を楽しんでいただける「吹きガラス・フュージング体験教室」を開催しています。�
【吹きガラス教室】半日コースで、簡単にコップづくりの体験ができます。�
★午前コース：4月10日（日），19日（火）�
　　　　　　　5月3日（火），12日（木），15日（金），24日（火）の9：30～12：30�
★午後コース：4月10日（日），12日（火），15日（日），19日（火），22日（金），24日（日），29日（金）�
　　　　　　　5月3日（火），12日（木），15日（日），22日（日），24日（火），27日（金），31日（火）の13：30～16：30�
【フュージング教室】半日コースで、板ガラスの端材を利用して小物づくり体験ができます。�
★午前コース：4月17日（日），5月1日（日），29日（日）の 9:30～12:30�
★午後コース：4月17日（日），26日（火），5月1日（日），13日（金），17日（火），20日（金），29日（日）の13:30～16:30　�
●募集対象：瑞穂市在勤・在住で小学5年生以上のかた（フュ―ジング教室は小学3年生以上のかた）�
●募集定員：5名または10名（定員になり次第、締め切ります。）�
●受 講 料：500円（当日会場にて徴収します。おつりが出ないようにお願いします。）�

http://w
w
w
.gifu.plo.jda.go.jp

▼
敷
金
等
�

　
家
賃
の
3
か
月
分
相
当
を
お
預

か
り
し
ま
す
。
�

▼
受
付
期
間
�

　
4
月
１
日
（
金
）
〜
4
月
14
日

（
木
）
�

▼
入
居
者
の
決
定
�

　
入
居
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。
�

▼
入
居
可
能
日
�

　
4
月
下
旬
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
入
居
資
格
、
申
し
込
み
方
法
等
、

く
わ
し
く
は
、
福
祉
生
活
課
�

　（
　
3
2
7
―
4
１
2
3
）ま
で
�

�

�

市
社
会
福
祉
協
議
会
日
日

雇
用
職
員
募
集�

▼
募
集
職
種
お
よ
び
人
員
�

①
福
祉
作
業
所
指
導
員
　
若
干
名
�

②
福
祉
活
動
専
門
員
兼
事
務
職
員
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
干
名
�

▼
雇
用
期
間
�

　
①
②
と
も
平
成
17
年
5
月
１
日

〜
平
成
18
年
3
月
31
日
ま
で
�

　（
再
雇
用
あ
り
）
�

▼
資
格
等
�

①
運
転
免
許
証
を
有
し
、
知
的
障

害
者
福
祉
に
理
解
と
熱
意
の
あ

る
か
た
�

②
運
転
免
許
証
を
有
し
、
社
会
福

祉
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
か
た
�

▼
提
出
書
類
�

　
履
歴
書
、
健
康
診
断
書
、
住
民

票
�

▼
申
し
込
み
期
限
�

　
4
月
15
日
（
金
）
ま
で
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

　（
　
3
2
7
―
8
6
１
0
）ま
で
�

��「
脳
の
健
康
教
室
」�

　
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集�

　
「
脳
の
健
康
教
室
」
と
は
、
学

習
者
（
健
康
な
高
齢
者
）
が
能
力

に
あ
っ
た
「
や
さ
し
い
音
読
や
計

算
問
題
」
を
学
習
す
る
教
室
で
す
。
�

　
１
ク
ラ
ス
10
名
で
、
週
１
回
20

〜
30
分
の
教
室
で
す
。
�

　
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
学
習
者

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分

と
り
な
が
ら
、
学
習
者
に
達
成
感

と
満
足
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
�

▼
募
集
人
員
　
6
名
�

▼
資
格
�

　
健
康
で
や
る
気
の
あ
る
か
た
。
�

▼
実
施
期
間
�

　
平
成
17
年
7
月
〜
12
月
ま
で
の

週
１
回
午
前
中
に
行
う
予
定
で

す
。
�

▼
申
し
込
み
期
限
�

　
4
月
28
日
（
木
）
ま
で
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
児
童
高
齢
福
祉
課
�

　（
　
3
2
7
―
4
１
2
6
）ま
で
�

��

�

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集�

　
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
中
枢
を

担
う
人
材
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
で

す
。
�

　
約
１
年
間
の
教
育
を
終
了
す
る

と
、
3
尉（
幹
部
）に
任
官
し
ま
す
。
�

▼
受
付
期
間
�

　
4
月
4
日
（
月
）
〜
5
月
13
日

（
金
）
�

▼
応
募
資
格
�

○
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
�

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
18
年

4
月
１
日
現
在
、
22
才
以
上
26

才
未
満
の
男
女
で
大
学
卒
業
者

（
見
込
み
含
む
）（
大
学
院
修
士

取
得
者
（
見
込
含
む
）
は
28
才

未
満
）
�

○
医
科
・
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候

補
生
�

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
18
年

4
月
１
日
現
在
、
20
才
以
上
30

才
未
満
の
男
女
で
専
門
の
大
学

卒
業
者
（
見
込
含
む
）
�

　
薬
剤
科
は
、
20
才
以
上
26
才
未

満
の
者
（
薬
剤
修
士
取
得
者
は

28
才
未
満
）
　
�

▼
試
験
�

・
第
１
次
試
験
�

　
試
験
期
日
　
5
月
21
日
・
22
日

予
定
�

・
試
験
場
�

　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
大
垣
市
林
町
5
丁
目
18
番
地
�

　（
大
垣
駅
北
口
光
和
ビ
ル
2
階
）�

　
防
衛
庁
自
衛
隊
岐
阜
地
方
連
絡

部
大
垣
事
務
所
（
　
0
5
8
4

―
7
3
―
１
１
5
0
）ま
で
�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

���岐
阜
県
青
年
海
外
派
遣
事
業

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か�

　
岐
阜
県
で
は
、
平
成
17
年
度
に

実
施
す
る
青
年
海
外
派
遣
事
業
�

（
「
フ
ラ
ン
ス
派
遣
」
「
ア
メ
リ

カ
派
遣
」
「
ブ
ラ
ジ
ル
派
遣
」
）

の
参
加
青
年
を
募
集
し
ま
す
。
�

▼
募
集
期
間
�

　
4
月
１
日（
金
）〜
5
月
6
日（
金
）�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
県
庁
青
少
年
室
青
少
年
育
成
グ

ル
ー
プ
�

（
　
2
7
2
―
１
１
１
１
�

　
　
　
　
内
線
2
4
2
2
）
ま
で
�

������市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会�

▼
日
時
�

　
5
月
22
日
（
日
）
8
時
45
分
〜
�

▼
場
所
　
巣
南
中
学
校
体
育
館
�

▼
対
象
�

　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

か
た
�

▼
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
5
0
0
円
�

▼
申
し
込
み
期
限
�

　
5
月
2
日
（
月
）
ま
で
�

��市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会�

▼
日
時
�

　
5
月
29
日
（
日
）
9
時
〜
�

▼
場
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
球
技
場
�

▼
対
象
�

　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

か
た
�

▼
参
加
料
　
１
人
１
0
0
0
円
�

　
　
　
　（
連
盟
加
入
者
は
無
料
）�

▼
申
し
込
み
期
限
�

　
5
月
20
日
（
金
）
ま
で
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
�

　
山
田
泰
生
�

　（
　
3
2
8
―
4
１
5
6
）ま
で
�

�▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
市
体
育
協
会
�

　（
　
3
2
5
―
0
5
１
１
）ま
で
�

＊
い
ず
れ
も
「
参
加
申
込
書
」
に

ご
記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
�

　
参
加
申
込
書
、
く
わ
し
い
要
項

は
、
市
体
育
協
会
事
務
局
、
市

民
セ
ン
タ
ー
、
巣
南
公
民
館
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。
�

���

��

�

５
月
・
６
月
の
行
事
案
内�

・
5
月
22
日
　
春
の
芸
能
祭
�

　
　
　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
�

・
5
月
29
日
　
神
心
流
吟
剣
扇
舞

　
　
　
　
　
　
大
会
�

　
　
　
　
　
　
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
�

・
6
月
12
日
　
ア
ジ
サ
イ
撮
影
会

　
　
　
　
　�

�

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

◎
市
民
セ
ン
タ
ー
�

・
市
陶
芸
サ
ー
ク
ル
作
品
展
�

　
4
月
8
日
（
金
）
�

　
　
　
　
　
〜
4
月
15
日
（
金
）
�

・
み
ず
ほ
盆
栽
山
草
会
�

　
山
野
草
展
�

　
4
月
23
日
（
土
）
�

　
　
　
　
　
〜
4
月
24
日
（
日
）
�

・
個
人
の
会
作
品
展
�

　
4
月
30
日
（
土
）
�

　
　
　
　
　
〜
5
月
15
日
（
日
）
�

・
み
ず
ほ
盆
栽
山
野
草
会
�

　
さ
つ
き
展
�

　
5
月
21
日
（
土
）
�

　
　
　
　
　
〜
5
月
22
日
（
日
）
�

・
市
吹
き
ガ
ラ
ス
サ
ー
ク
ル
作
品

展
�

　
5
月
27
日
（
金
）
�

　
　
　
　
　
〜
6
月
3
日
（
金
）
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
市
文
化
協
会
�

　（
　
3
2
8
―
7
１
4
１
）ま
で
�

体
育
協
会�

体
育
協
会�

文
化
協
会�

文
化
協
会�
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ま
ち
の
歳
時
記

ま
ち
の
歳
時
記�

ま
ち
の
歳
時
記�

今
月
の
文
芸
作
品�

狂
　
俳�

　
　
　
　
　
　
　
　
若
山
湖
舟�

朗
ら
か�

年
頃
じ
ゃ
も
の
夢
も
や
す�

　
　
　
　
　
　
　
　
市
橋
香
洋

啓
蟄�

土
手
の
日
だ
ま
り
下
萌
え
る�

俳
　
句�

　
　
　
　
　
　   

青
木
繁
弘�

水
ぬ
る
む
坂
道
登
る
昭
和
村�

流
鏑
馬
の
神
の
お
告
げ
か
落

し
文�

　
　
　
　
　
　   

広
瀬
節
子�

こ
わ
れ
そ
う
な
地
球
蒲
公
英
の

ま
ろ
き
絮�

葬
り
来
て
帯
解
く
他
郷
春
の
月�

　
　
　
　
　
　
　
古
川
佳
舟�

揃
う�

満
場
一
致
拍
手
湧
く�

�

文
化
協
会
会
長
　
蓮
見
茂
夫�

��

花
見�

　
「
久
方
の
光
の
ど
け
き
春
の
日

に
し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
ん
」�

ご
存
知
の
古
今
集
に
あ
る
和
歌
で

す
が
、
こ
の
歌
で
詠
ま
れ
て
い
る

「
花
」
は
桜
で
、
「
花
の
雨
」
は

桜
の
咲
く
頃
に
降
る
雨
で
、
桜
の

花
が
爛
漫
と
咲
い
た
景
情
を
「
花

の
雲
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
世
の
多
く
の
文
人
は
、
花
を
め

で
多
く
の
俳
句
や
和
歌
を
詠
ん
で

い
ま
す
。�

　
私
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る�

「
花
見
」
は
、
古
代
で
は
桜
で
は

な
く
「
梅
の
花
」
を
め
で
る
こ
と

で
あ
っ
て
、
今
の
よ
う
な
桜
の
花

見
は
平
安
朝
時
代
か
ら
の
こ
と
で

す
。
当
時
の
花
見
は
貴
族
の
行
楽

で
、
熊
さ
ん
や
八
さ
ん
の
出
て
く

る
庶
民
の
花
見
は
、
元
禄
時
代
以

降
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
俳
人
の
大
野
林
火
さ
ん
は
、�

「
花
見
舟
と
ほ
き
巷
の
風
が
見
ゆ
」

の
句
を
残
し
て
い
ま
す
。�

　
あ
な
た
も
花
見
を
た
の
し
み
、

俳
句
や
和
歌
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。�

花
祭
り�

　
幼
い
頃
、
花
御
堂
や
飾
り
物
を

つ
け
た
白
象
を
曳
い
た
り
、
甘
茶

を
頂
い
た
花
祭
り
も
四
月
の
歳
時

記
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。�

　
こ
の
花
祭
り
は
、
「
天
上
天
下

唯
我
独
尊
」
と
生
ま
れ
て
す
ぐ
叫

ん
だ
と
い
わ
れ
る
お
釈
迦
さ
ま
の

誕
生
日
の
四
月
八
日
の
行
事
で
、

日
本
で
は
推
古
天
皇
十
四
年
（
六

〇
六
年
）
に
大
和
の
元
興
寺
で
行

わ
れ
た
の
が
最
初
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。�

　
昭
和
三
十
四
年
四
月
八
日
に
亡

く
な
っ
た
高
浜
虚
子
は
、�

「
ひ
た
す
ら
に
甘
茶
を
そ
そ
ぎ
ま

ゐ
ら
す
る
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
。�

　
こ
の
花
祭
り
は
市
内
の
幾
つ
か

の
寺
院
で
今
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
（
俳
句
歳
時
記
よ
り
）�

�

　
　
広
報
み
ず
ほ
3
月
号
19
ペ
ー
ジ
の

情
報
の
ひ
ろ
ば
「
平
成
17
年
度
瑞
穂

大
学
受
講
者
募
集
」
の
記
事
で
②
女

性
学
部
の
日
時
が
「
毎
月
第
１
・
4

木
曜
日
15
時
30
分
〜
15
時
」
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
毎
月
第

１
・
4
木
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
」

で
す
。
�

　
　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
�

お
詫
び
と
訂
正
�

お
詫
び
と
訂
正
�

������  �

�

　
桜
の
花
も
春
風
に
揺
れ
、
草
木

も
ひ
と
き
わ
華
や
ぎ
、
過
ご
し
や

す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。�

文
化
協
会
は
昨
年
度
も
「
ま
ち
に

文
化
の
波
紋
を
」
を
掲
げ
て
精
一

杯
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。�

　
公
開
講
座
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の

展
示
、
秋
に
行
い
ま
し
た
「
文
化

協
会
芸
術
祭
」
な
ど
、
い
ろ
ん
な

形
で
活
動
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
対
し

て
、
多
く
の
市
民
の
方
々
か
ら�

「
や
る
な
ぁ
！
文
化
協
会
」
と
の

声
を
頂
き
ま
し
た
。�

　
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
先
日
の
「
花
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
５
瑞
穂
市
の
日
」
で
は
、

延
べ
五
百
余
名
の
方
々
が
、
日
ご

ろ
の
活
動
の
成
果
を
、
ス
テ
ー
ジ

一
杯
に
「
ま
ち
の
文
化
活
動
」
の

一
端
を
披
露
さ
れ
、
来
場
さ
れ
た

方
々
か
ら
多
く
の
共
感
を
得
ま
し

た
。�

　
私
た
ち
の
進
め
て
い
る
文
化
協

会
の
活
動
は
、
生
活
に
潤
い
を
与

え
る
「
無
用
の
用
」
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。�

　
広
い
運
動
場
に
幅
十
セ
ン
チ
程

の
白
線
の
道
を
描
き
、
「
歩
い
て

向
こ
う
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

言
っ
た
時
ほ
と
ん
ど
の
人
は
た
め

ら
う
こ
と
な
く
歩
い
て
行
か
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
だ
が
、
そ
れ
が

幅
は
倍
の
二
十
セ
ン
チ
で
も
白
線

で
は
な
く
橋
だ
と
す
れ
ば
、
二
の

足
を
踏
む
人
が
で
ま
す
。�

　
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
運
動
場
の

白
線
の
外
側
に
は
歩
く
の
に
必
要

の
な
い
広
が
り
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
広
が
り
が
私
た
ち
に
安
心
感
を

与
え
、
気
楽
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

私
た
ち
が
歩
む
の
に
必
要
な
の
は
、

幅
は
十
セ
ン
チ
も
あ
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
安
心
感
を
得
る
た
め
に

は
そ
の
何
倍
か
の
広
さ
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。�

　
こ
の
無
用
と
思
え
る
広
場
が
、

私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
、

豊
か
さ
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
生
活
に
無
用
と
思
わ
れ
る
活
動

が
私
た
ち
の
「
文
化
協
会
」
の
活

動
だ
と
自
負
し
て
い
る
の
で
す
が
、

思
い
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。�

�

���

十
七
年
度
の
活
動
の
重
点�

・
少
し
で
も
活
動
の
輪
を
広
げ
る

た
め
に
公
開
講
座
を
よ
り
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
。�

・
文
化
協
会
主
催
行
事
を
よ
り
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。�

�

新
年
度
を
迎
え
て�

▲中川沿いの桜並木＝別府にて�

花� ～人の動き～�
 人口 48,778 人�

 男 24,163 人�

 女 24,615 人�

 世帯数 16,789 世帯�
（２月末現在）�

編  集  後  記�

表紙のことば�

●たんぽぽの黄色や桜のピンク色が気持ちまで暖かくしてくれま
す。あと花粉さえ飛んでいなければ、穏やかな春なのに…。  
  （Ｅ）�
�
●爽やかな陽気になって、気分も晴れやか。ぱぁっとどこかへでか
けたくなります。 （Ｏ）�
�
●刹那に散り行く定めと知って、夢はいまも夢のまま。桜舞う季
節数え君とさくらんぼ。 （Ｓ）�

�

　美江寺自治会の小
学生は、４年生にな
ると美江寺観音猩々
ばやし保存会」に入
り、月に３度ある笛
や太鼓の練習に励み
ます。�
そして、その成果を

発表できるのが、このお蚕まつりです。�
観音堂の前で猩々ばやしの奉納を終えると、山車はい
よいよまちへ繰り出します。�
　山車の上にあがれるのは上級生だけあって、皆吹い
ている姿に貫禄があります。�
　真っ赤な顔をした猩々は、笛や太鼓の音を聞きなが
ら、「その調子、その調子」と相槌を打ちながら踊っ
ているように見えました。�

�

市文化協会から市文化協会から�
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市文化協会から�

瑞穂の�

VOL.�

1

　
今
号
か
ら
は
、
一
年
の
そ
の
折
々
の
自
然
や
行
事
を
「
瑞
穂
の
ま

ち
の
歳
時
記
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。�

狂犬病予防注射日程表�狂犬病予防注射日程表�

吹きガラス・フュ―ジング教室受講生募集�

や
ぶ
さ
め�

た
ん
ぽ
ぽ�

わ
た�

・�・�・�・�

���ア
シ
ス
ト
マ
ザ
ー
、
こ
っ
こ
ク
ラ

ブ
受
講
生
の
募
集
�

○
ア
シ
ス
ト
マ
ザ
ー
募
集
�

▼
内
容
�

　
託
児
つ
き
講
座
「
こ
っ
こ
ク
ラ

ブ
」
で
の
託
児
・
一
時
預
か
り

等
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
�

▼
資
格
�

　
4
月
25
日
（
月
）
、26
日
（
火
）

の
午
前
中
に
巣
南
公
民
館
で
行

う
「
ア
シ
ス
ト
マ
ザ
ー
養
成
講

座
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ど
ち
ら
か
１
日
の
参
加
で
可
）�

○
託
児
つ
き
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

「
こ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
17
年
度
受

講
生
募
集
�

▼
内
容
�

　
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
、
お
菓

子
づ
く
り
、
ヨ
ー
ガ
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、
手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ

ー
の
7
つ
の
講
座
�

▼
参
加
料
等
�

 
参
加
料
１
回
7
0
0
円
�

　
（
材
料
費
別
途
）
�

　
託
児
料
１
人
4
0
0
円
�

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
か
た
の
た

め
の
説
明
会
を
5
月
10
日（
火
）

に
巣
南
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
瑞
穂
�

 （
 
3
2
6
―
2
2
3
6
）�

 
ま
た
は
、
E
メ
ー
ル
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
�

��Ｗ
Ａ
楽
に
こ
や
ぁ
�

 
よ
さ
こ
い
踊
り
を
通
じ
て
仲
間

や
地
域
の
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ

て
み
ま
せ
ん
か
？
�

▼
対
象
�

　
性
別
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
�

　
親
子
入
会
大
歓
迎
！
�

▼
練
習
日
時
�

　
毎
週
土
曜
日
19
時
45
分
〜
21
時

（
祝
日
は
休
み
）
�

▼
場
所
　
穂
積
北
中
学
校
体
育
館
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
三
島
啓
子
�

 （
 
3
2
7
―
6
2
0
0
）�

　
ま
た
は
、
E
メ
ー
ル
�

� 
ま
で
�

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

����第
20
回
穂
積
歌
謡
愛
好
会
発
表
会
�

特
別
ゲ
ス
ト
歌
手
　
大
門
三
郎
�

▼
日
時
�

　
4
月
24
日
（
日
）
9
時
30
分
〜

17
時
�

▼
場
所
�

　
総
合
セ
ン
タ
ー
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ル
�

▼
入
場
料
　
無
料
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
穂
積
歌
謡
愛
好
会
　
棚
瀬
幹
夫

（
　
3
2
7
―
6
3
6
4
）ま
で
�

��ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
先
家
庭

募
集
�

　
身
近
で
文
化
の
違
い
が
体
験
で

き
、
よ
い
刺
激
に
な
り
ま
す
よ
。
�

▼
日
時
�

　
6
月
17
日
（
金
）
�

　
　
〜
24
日
（
金
）（
7
泊
8
日
）�

▼
内
容
�

　
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
か
ら

の
中
学
、
高
校
生
の
世
話
�

※
英
語
が
話
せ
な
く
て
も
大
丈
夫

で
す
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
国
際
交
流
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｈ
Ｏ
�

　
細
野
洋
子
�

　（
 
3
2
8
―
4
7
6
0
）�

　
ま
た
は
、
E
メ
ー
ル
�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
で
�

※
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
�

���

kids.sq@
dream

.com

ak-m
onzaki@

cronos.ocn.ne.jp

yhosono@
soleil.ocn.ne.jp

http://w
w
w
1.ocn.ne.jp/�

　
　
　
　
　
　
～
w
araku11/

市
民
伝
言
板�

市
民
伝
言
板�
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〒
５
０
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０
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地球に優しい大豆油を使用した�
インキで印刷されています。�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

随
想�

広報�

　「
女
性
を
右
側
に
お
い
て
輪
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。」�

美
人
の
先
生
の
き
れ
い
な
掛
け
声
で
、
赤
や
緑
の

手
作
り
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
昔
の
美
人
達
が
並
び

ま
す
。�

　
練
習
は
、
毎
週
月
曜
日
の
13
時
30
分
か
ら
剣
道

場
で
始
ま
り
ま
す
。
発
足
し
た
時
は
若
か
っ
た
私

達
で
す
が
、
70
才
を
過
ぎ
た
今
で
も
何
の
違
和
感

も
な
く
派
手
な
衣
装
で
世
界
の
民
踊
を
90
分
間
踊

り
ま
す
。
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
、
少
し
小
柄
な
人

が
女
役
を
や
り
ま
す
。
文
化
祭
の
発
表
会
な
ど
で

は
、
男
性
役
の
人
よ
り
も
少
し
派
手
な
洋
服
を
着

ま
す
。�

　
会
員
が
50
人
を
超
し
た
今
で
は
、
い
ろ
ん
な
人

が
お
ら
れ
ま
す
。�

　
衣
装
の
デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
れ
ば
裁
断
を
家
業
に

し
て
お
ら
れ
る
か
た
が
、

格
安
で
早
速
、
裁
断
。

洋
裁
の
達
者
な
人
が
、

安
く
上
手
に
仕
立
て
上

げ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。�

　
音
楽
に
耳
を
澄
ま
せ
、

先
生
の
動
作
を
見
つ
め

て
引
っ
ぱ
り
あ
い
な
が

ら
、
笑
い
の
渦
の
中
で

月
曜
日
の
午
後
の
ひ
と
時
が
終
わ
り
ま
す
。�

林
田
節
子
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル�

　
ロ
ー
ド
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
会
長
。�

　
別
府
在
住
。�

▲文化祭での発表会のようす。�

楽
し
い�

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル�

　
林
田
　
節
子�

●展示場所�
市役所穂積庁舎南館２階�
（正面玄関より階段上がってすぐ右の壁面）�

「花水木」　　�

●展示場所�
巣南公民館１階　�
（正面玄関より向かって左側の２階への階
　段の壁面）�

豊田 美枝子�

篠田 一鳳�

今月号より、市役所庁舎及び公共施設内に展示しております
美術作品の数々を紹介していきます。�


